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★ お 知 ら せ ★
　「ピヨピヨ写真館」のコーナーでは、嘉手納町の新しい仲間たちの

誕生を祝って１歳未満のかわいい「かでなっ子」紹介しています。こ

のコーナーへの掲載を希望する方は、下記までお気軽にご連絡下さい。

　毎週土曜日、日曜日の午前9時から10時までの「市町村インフォメーション」の番組内
で「嘉手納町行政情報」が放送されます。町民の皆さん、是非、お聞きください。

連絡先 嘉手納町役場・企画財政課（企画係）

TEL956-1111（内線・232）広報担当

FM 79.2MＨＺ
嘉手納・北谷・宜野湾ニライ

Contents今月の主な内容

□ 平成21年度 施政方針

□ トピックス

□ 教えて！国民健康保険

□ 年金だより

□ 保健師だより

□ 各種助成申請等のお知らせ

□ 平成21年度 人事異動一覧

□ 図書館瓦版・けんぞう通信

□ お知らせ

□ 町民カレンダー
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お子様へ一言

お名前

奥間　瑠泉
生年月日：平成20年10月20日

（父）達也（母）さやか

おく ま　　　 る　い

明るく元気な

　　 優しい子になってね

嘉手納町の人口／男：6,777人　女：7,007人　合計：13,784人（5,117世帯）

●出生／13人　●死亡／14人　●転入／43人　●転出／61人　

前月との比較〔－19人〕　　　　　　　　　　（平成21年３月１日現在）

＊子どもふれあい広場

　川遊び・マリンスポーツ体験
　フリースローゲーム
　投げて遊ぼうダーツゲーム　など
＊ステージ部門

　ドナルド劇場
　こいのぼりのうた大会
　ミニコンサートブラス＆わらべうた
　BINGO大会　など
＊チャイルドレストラン

イベント案内

みんなで育もう かでなっ子の未来！みんなで育もう かでなっ子の未来！みんなで育もう かでなっ子の未来！

第15回 比謝川鯉のぼりフェスタ第15回 比謝川鯉のぼりフェスタ第15回 比謝川鯉のぼりフェスタ

日　時

会　場

平成21年4月26日（日）

午前9時30分～午後3時

嘉手納町総合福祉センター

及びその周辺

小さな夢小さな夢

　デッカ
イ夢

　デッカ
イ夢小さな夢

　デッカ
イ夢



広報かでな（２）（３）広報かでな

施政方針について述べる宮城篤実町長

母子寡婦福祉会が運営する食堂（沖縄防衛局内）

平成21年度

施
政
方
針

平
成
二
十
一
年
度

　  

町
政
運
営
に
向
け
て

基  

地  

行  

政

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
事
業

都
市
計
画

　

 

生
活
環
境
整
備

継続して防衛省へ「嘉手納基地使用協定」の締結を要請

　
一
月
十
八
日
の
嘉
手
納
町
議

会
議
員
選
挙
に
お
い
て
見
事
当

選
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
気
鋭
の
新
人

三
人
を
加
え
、
議
会
に
清
新
な
風

が
吹
く
こ
と
を
多
く
の
町
民
が

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
時
代
が
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
時
、
待
望

の
人
材
参
加
を
得
て
、
こ
の
難
局

に
打
ち
勝
つ
体
勢
を
築
き

た
い
も
の
で
す
。

　
世
界
は
今
、
米
国
発
の
同

時
不
況
で
実
態
経
済
が
悪

化
し
、
社
会
不
安
が
醸
成
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
事
件
、

事
故
は
多
発
、
人
心
の
荒

廃
、
環
境
悪
化
な
ど
憂
慮
す

べ
き
事
態
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
危
機
的
な
状
況

を
ど
の
よ
う
に
打
開
、
克
服

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
決
し
て
容
易

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
深
刻

な
課
題
を
正
面
に
見
据
え
て
、
問

題
点
を
取
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
務
や
立
場
や
役
割
を
誠
実
に

果
た
す
こ
と
こ
そ
喫
緊
の
要
事

で
あ
り
ま
す
。
三
月
定
例
議
会
に

当
っ
て
は
新
た
な
陣
容
の
も
と

で
、
我
が
町
の
将
来
を
か
け
て
英

知
を
結
集
し
、
厳
し
い
時
代
に
お

け
る
歴
史
的
使
命
を
果
た
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
本
議
会
で
は
、
新
年
度
の
行
財

政
運
営
の
基
本
と
な
る
「
一
般
会

計
予
算
」「
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
」「
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算
」「
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
」「
水
道
事
業
会
計

予
算
」「
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
」
等
、
行
政
運
営
の
基
幹
と

な
る
予
算
の
他
に
行
財
政
関
連

の
多
く
の
議
案
を
審
議
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
平
成
九
年

以
降
、「
沖
縄
県
に
お
け
る
基
地

所
在
市
町
村
活
性
化
特
別
事
業
」

（
島
田
懇
談
会
事
業
）
の
フ
ラ
グ

シ
ッ
プ
（
旗
艦
）
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
「
嘉
手
納
町
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
事
業
」
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
二
〇
〇
億
円
を
越
え
る
事

業
費
に
よ
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
十
二
年
の
歳
月
を
か

け
、
多
く
の
人
び
と
の
努
力
と
熱

意
に
支
え
ら
れ
て
、
昨
年
三
月
完

成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ハ
ー
ド

事
業
の
成
果
を
町
民
に
還
元
し
、

人
び
と
が
潤
い
、
喜
び
と
希
望
を

も
っ
て
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
行

け
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
事
業
に
シ

フ
ト
し
た
施
策
を
新
た
に
展
開

し
ま
す
。

　
本
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
校
舎
の

建
築
、
町
営
住
宅
の
改
築
、
上
下

水
道
、
道
路
整
備
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
な
が
ら
、
一
方
に
お

い
て
は
す
で
に
他
の
自
治
体
に

先
駆
け
て
教
育
、
福
祉
事
業
と
し

て
、「
外
語
塾
」
の
創
設
、
小
学
校

か
ら
の
英
語
、
パ
ソ
コ
ン
授
業
の

導
入
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化

や
障
害
児
保
育
、
か
で
な
振
興
株

式
会
社
（
第
三
セ
ク
タ
ー
）
創
設

に
よ
る
一
〇
〇
人
を
超
え
る
雇

用
促
進
事
業
を
推
進
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
教

育
、
福
祉
、
医
療
、
介
護
、
環
境
対

策
、
産
業
振
興
等
を
視
野
に
入
れ

た
新
た
な
ソ
フ
ト
事
業
を
開
始

し
ま
す
。

　
概
要
は
、
先
ず
次
世
代
育
成
支

援
策
と
し
て
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
医
療
費
助
成
の
中
学
卒
業

時
ま
で
の
拡
大
や
、
教
材
費
そ
の

他
の
助
成
に
よ
る
保
護
者
の
負

担
軽
減
、
着
実
な
学
力
向
上
対
策

や
き
め
細
か
い
健
康
管
理
を
徹

底
さ
せ
ま
す
。
次
い
で
高
齢
者
の

尊
厳
を
守
り
、
心
豊
か
で
安
ら
ぎ

の
あ
る
老
後
を
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
高
齢
者
福
祉
事
業

と
し
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

の
均
等
割
分
の
大
幅
な
助

成
、
法
の
適
用
除
外
と
な
っ

て
い
る
項
目
や
給
付
が
減

額
さ
れ
る
制
度
を
町
独
自

の
事
業
と
し
て
補
完
し
、
高

齢
者
の
労
苦
に
報
い
る
そ

の
他
の
福
祉
事
業
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

　
一
億
円
を
超
え
る
新
し

い
施
策
の
財
源
は
、
昨
年
四

月
に
誘
致
し
た
沖
縄
防
衛

局
を
中
核
と
す
る
地
域
振

興
施
設
か
ら
の
賃
料
収
入

を
充
て
ま
す
。
沖
縄
防
衛
局

の
入
居
に
際
し
て
は
、
雇
用
対
策

と
し
て
警
備
、
清
掃
等
の
管
理
業

務
や
食
堂
経
営
は
多
く
の
町
民

が
関
わ
れ
る
よ
う
合
法
的
に
知

恵
を
絞
り
、
就
業
の
場
を
確
保
、

提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　
基
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
在
日

米
軍
再
編
で
謳
わ
れ
た
「
沖
縄
を

含
む
地
元
の
負
担
の
軽
減
」
は
程

遠
く
、
在
日
米
軍
の
抑
止
力
の
維

持
の
み
が
際
立
っ
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
に
嘉
手
納
基
地
所

属
の
Ｆ-

15
戦
闘
機
の
一
部
が
本

土
へ
移
転
し
て
の
訓
練
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
機
数
を
は

る
か
に
上
回
る
外
来
機
が
嘉
手

納
基
地
を
使
用
し
大
規
模
な
即

応
訓
練
な
ど
が
展
開
さ
れ
、
実
態

は
騒
音
の
負
担
軽
減
に
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
昨
年
十
二
月
に

は
、
岩
国
基
地
か
ら
約
三
五
機
の

外
来
機
と
海
兵
隊
員
約
七
〇
〇

人
が
参
加
し
昼
夜
を
問
わ
ず
即

応
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
同

部
隊
は
即
応
訓
練
終
了
後
も
居

残
り
、
通
常
訓
練
は
続
き
、
基
地

機
能
は
確
実
に
強
化
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
Ｆ-

22
Ａ
ラ
プ
タ
ー
が
二
〇
〇
七

年
二
月
か
ら
五
月
ま
で
の
三
ヶ

月
間
嘉
手
納
基
地
を
拠
点
に
飛

行
訓
練
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
今
年
も
米
国
ラ
ン
グ
レ
ー
基

地
か
ら
飛
来
し
約
三
ヶ
月
間
訓

練
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
回

の
訓
練
同
様
騒
音
発
生
回
数
は

極
端
に
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
Ｆ-

22
Ａ
ラ
プ
タ
ー
の
飛
来
に

連
動
し
た
訓
練
の
激
し
さ
に
多

く
の
町
民
か
ら
強
い
抗
議
と
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
三
月
四

日
、
私
は
基
地
司
令
官
に
面
談
を

求
め
、
厳
し
く
抗
議
し
、
状
況
の

改
善
と
早
期
撤
退
を
要
求
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国

及
び
米
軍
の
姿
勢
は
、
町
民
を
無

視
し
た
基
地
の
運
用
を
続
け
て

お
り
、
航
空
機
の
深
夜
早
朝
の
飛

行
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
理
由

が
あ
ろ
う
と
も
断
じ
て
容
認
で

き
る
も
の
で
は
な
く
こ
れ
か
ら

も
強
い
姿
勢
で
対
処
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
海
軍
駐
機
場
の
移
転
は
町
民

の
強
い
要
望
を
受
け
て
交
渉
を

続
け
た
結
果
、
よ
う
や
く
動
き
始

め
ま
し
た
。
小
型
洗
機
場
及
び
大

型
洗
機
場
が
昨
年
九
月
を
も
っ

て
完
成
し
運
用
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
同
洗
機
場
の
完
成
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
負
担
が
一
部
改

善
さ
れ
ま
す
。
海
軍
駐
機
場
の
移

転
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
一
月

中
に
米
軍
側
と
基
本
合
意
が
な

さ
れ
、三
年
程
度
の
期
間
を

目
処
に
完
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
外
来
機
の
大
量
飛
来
と

航
空
機
の
飛
行
経
路
の
実

態
調
査
を
新
年
度
も
継
続

し
て
行
い
、詳
細
な
調
査
状

況
を
国
及
び
米
軍
に
提
示

し
騒
音
等
の
被
害
の
軽
減

改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

基
地
負
担
軽
減
の
確
実
な

実
施
と
日
常
生
活
の
障
害

と
な
る
事
件
、
事
故
、
訓
練
の
激

化
な
ど
負
担
増
の
諸
事
案
を
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
排
除
す
る
た

め
、
航
空
機
騒
音
規
制
措
置
の
更

な
る
遵
守
と
嘉
手
納
基
地
に
特

化
し
た
「
嘉
手
納
基
地
に
関
す
る

使
用
協
定
」
の
一
日
も
早
い
締
結

を
求
め
、
継
続
し
て
国
に
対
し
要

請
行
動
を
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
事

業
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
を
中
核
施
設
と
し
て
町
内
に

八
社
が
進
出
し
、
五
八
〇
人
余
が

雇
用
さ
れ
就
業
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
し
た
効
果
的
な

人
材
育
成
、
進
出
企
業
の
支
援
を

図
り
、
町
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
産
業

の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理

機
構
沖
縄
支
部
の
本
町
へ
の
誘

致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

沖
縄
防
衛
局
、
福
岡
入
国
管
理
局

嘉
手
納
出
張
所
に
続
く
公
的
機

関
誘
致
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
今
年
四
月
に
本
町

の
屋
良
東
部
地
区
に
お
い
て
業

務
が
ス
タ
ー
ト
す
る
運
び
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
は
、
当

該
周
辺
地
域
の
活
性
化
へ
の
波

及
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
都
市
計
画
、
生
活
環
境
整
備

は
、
屋
良
町
営
住
宅
建
替
え
の
基

本
設
計
を
行
い
、
事
業
実
施
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。　

　
土
地
の
有
効
利
用
、
生
活
環
境

整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
実
施
し

て
き
た
屋
良
土
地
区
画
整
理
事

業
は
事
業
完
了
に
向
け
て
、
昨
年

十
二
月
定
例
議
会
に
権
利
関
係

者
に
配
慮
し
た
条
例
改
正
案
を

提
示
し
ま
し
た
が
、
本
会
議
の
状

況
を
受
け
て
の
委
員
会
で
は
審

議
未
了
と
な
り
、
結
局
廃
案
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

権
利
関
係
者
の
要
望
が
実
施
で

き
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
公
園
や
道
路
整
備
は
、
引
き
続

き
地
域
の
生
活
と
密
着
し
た
整

備
を
進
め
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
清
浄
に
し
て
低

廉
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、
配
水



広報かでな（２）（３）広報かでな

施政方針について述べる宮城篤実町長

母子寡婦福祉会が運営する食堂（沖縄防衛局内）

平成21年度

施
政
方
針

平
成
二
十
一
年
度

　  

町
政
運
営
に
向
け
て

基  

地  
行  
政

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
事
業

都
市
計
画

　

 

生
活
環
境
整
備

継続して防衛省へ「嘉手納基地使用協定」の締結を要請

　
一
月
十
八
日
の
嘉
手
納
町
議

会
議
員
選
挙
に
お
い
て
見
事
当

選
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
気
鋭
の
新
人

三
人
を
加
え
、
議
会
に
清
新
な
風

が
吹
く
こ
と
を
多
く
の
町
民
が

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
時
代
が
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
時
、
待
望

の
人
材
参
加
を
得
て
、
こ
の
難
局

に
打
ち
勝
つ
体
勢
を
築
き

た
い
も
の
で
す
。

　
世
界
は
今
、
米
国
発
の
同

時
不
況
で
実
態
経
済
が
悪

化
し
、
社
会
不
安
が
醸
成
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
事
件
、

事
故
は
多
発
、
人
心
の
荒

廃
、
環
境
悪
化
な
ど
憂
慮
す

べ
き
事
態
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
危
機
的
な
状
況

を
ど
の
よ
う
に
打
開
、
克
服

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
決
し
て
容
易

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
深
刻

な
課
題
を
正
面
に
見
据
え
て
、
問

題
点
を
取
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
務
や
立
場
や
役
割
を
誠
実
に

果
た
す
こ
と
こ
そ
喫
緊
の
要
事

で
あ
り
ま
す
。
三
月
定
例
議
会
に

当
っ
て
は
新
た
な
陣
容
の
も
と

で
、
我
が
町
の
将
来
を
か
け
て
英

知
を
結
集
し
、
厳
し
い
時
代
に
お

け
る
歴
史
的
使
命
を
果
た
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
本
議
会
で
は
、
新
年
度
の
行
財

政
運
営
の
基
本
と
な
る
「
一
般
会

計
予
算
」「
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
」「
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算
」「
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
」「
水
道
事
業
会
計

予
算
」「
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
」
等
、
行
政
運
営
の
基
幹
と

な
る
予
算
の
他
に
行
財
政
関
連

の
多
く
の
議
案
を
審
議
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
平
成
九
年

以
降
、「
沖
縄
県
に
お
け
る
基
地

所
在
市
町
村
活
性
化
特
別
事
業
」

（
島
田
懇
談
会
事
業
）
の
フ
ラ
グ

シ
ッ
プ
（
旗
艦
）
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
「
嘉
手
納
町
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
事
業
」
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
二
〇
〇
億
円
を
越
え
る
事

業
費
に
よ
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
十
二
年
の
歳
月
を
か

け
、
多
く
の
人
び
と
の
努
力
と
熱

意
に
支
え
ら
れ
て
、
昨
年
三
月
完

成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ハ
ー
ド

事
業
の
成
果
を
町
民
に
還
元
し
、

人
び
と
が
潤
い
、
喜
び
と
希
望
を

も
っ
て
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
行

け
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
事
業
に
シ

フ
ト
し
た
施
策
を
新
た
に
展
開

し
ま
す
。

　
本
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
校
舎
の

建
築
、
町
営
住
宅
の
改
築
、
上
下

水
道
、
道
路
整
備
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
な
が
ら
、
一
方
に
お

い
て
は
す
で
に
他
の
自
治
体
に

先
駆
け
て
教
育
、
福
祉
事
業
と
し

て
、「
外
語
塾
」
の
創
設
、
小
学
校

か
ら
の
英
語
、
パ
ソ
コ
ン
授
業
の

導
入
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化

や
障
害
児
保
育
、
か
で
な
振
興
株

式
会
社
（
第
三
セ
ク
タ
ー
）
創
設

に
よ
る
一
〇
〇
人
を
超
え
る
雇

用
促
進
事
業
を
推
進
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
教

育
、
福
祉
、
医
療
、
介
護
、
環
境
対

策
、
産
業
振
興
等
を
視
野
に
入
れ

た
新
た
な
ソ
フ
ト
事
業
を
開
始

し
ま
す
。

　
概
要
は
、
先
ず
次
世
代
育
成
支

援
策
と
し
て
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
医
療
費
助
成
の
中
学
卒
業

時
ま
で
の
拡
大
や
、
教
材
費
そ
の

他
の
助
成
に
よ
る
保
護
者
の
負

担
軽
減
、
着
実
な
学
力
向
上
対
策

や
き
め
細
か
い
健
康
管
理
を
徹

底
さ
せ
ま
す
。
次
い
で
高
齢
者
の

尊
厳
を
守
り
、
心
豊
か
で
安
ら
ぎ

の
あ
る
老
後
を
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
高
齢
者
福
祉
事
業

と
し
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

の
均
等
割
分
の
大
幅
な
助

成
、
法
の
適
用
除
外
と
な
っ

て
い
る
項
目
や
給
付
が
減

額
さ
れ
る
制
度
を
町
独
自

の
事
業
と
し
て
補
完
し
、
高

齢
者
の
労
苦
に
報
い
る
そ

の
他
の
福
祉
事
業
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

　
一
億
円
を
超
え
る
新
し

い
施
策
の
財
源
は
、
昨
年
四

月
に
誘
致
し
た
沖
縄
防
衛

局
を
中
核
と
す
る
地
域
振

興
施
設
か
ら
の
賃
料
収
入

を
充
て
ま
す
。
沖
縄
防
衛
局

の
入
居
に
際
し
て
は
、
雇
用
対
策

と
し
て
警
備
、
清
掃
等
の
管
理
業

務
や
食
堂
経
営
は
多
く
の
町
民

が
関
わ
れ
る
よ
う
合
法
的
に
知

恵
を
絞
り
、
就
業
の
場
を
確
保
、

提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　
基
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
在
日

米
軍
再
編
で
謳
わ
れ
た
「
沖
縄
を

含
む
地
元
の
負
担
の
軽
減
」
は
程

遠
く
、
在
日
米
軍
の
抑
止
力
の
維

持
の
み
が
際
立
っ
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
に
嘉
手
納
基
地
所

属
の
Ｆ-

15
戦
闘
機
の
一
部
が
本

土
へ
移
転
し
て
の
訓
練
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
機
数
を
は

る
か
に
上
回
る
外
来
機
が
嘉
手

納
基
地
を
使
用
し
大
規
模
な
即

応
訓
練
な
ど
が
展
開
さ
れ
、
実
態

は
騒
音
の
負
担
軽
減
に
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
昨
年
十
二
月
に

は
、
岩
国
基
地
か
ら
約
三
五
機
の

外
来
機
と
海
兵
隊
員
約
七
〇
〇

人
が
参
加
し
昼
夜
を
問
わ
ず
即

応
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
同

部
隊
は
即
応
訓
練
終
了
後
も
居

残
り
、
通
常
訓
練
は
続
き
、
基
地

機
能
は
確
実
に
強
化
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
Ｆ-

22
Ａ
ラ
プ
タ
ー
が
二
〇
〇
七

年
二
月
か
ら
五
月
ま
で
の
三
ヶ

月
間
嘉
手
納
基
地
を
拠
点
に
飛

行
訓
練
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
今
年
も
米
国
ラ
ン
グ
レ
ー
基

地
か
ら
飛
来
し
約
三
ヶ
月
間
訓

練
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
回

の
訓
練
同
様
騒
音
発
生
回
数
は

極
端
に
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
Ｆ-

22
Ａ
ラ
プ
タ
ー
の
飛
来
に

連
動
し
た
訓
練
の
激
し
さ
に
多

く
の
町
民
か
ら
強
い
抗
議
と
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
三
月
四

日
、
私
は
基
地
司
令
官
に
面
談
を

求
め
、
厳
し
く
抗
議
し
、
状
況
の

改
善
と
早
期
撤
退
を
要
求
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国

及
び
米
軍
の
姿
勢
は
、
町
民
を
無

視
し
た
基
地
の
運
用
を
続
け
て

お
り
、
航
空
機
の
深
夜
早
朝
の
飛

行
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
理
由

が
あ
ろ
う
と
も
断
じ
て
容
認
で

き
る
も
の
で
は
な
く
こ
れ
か
ら

も
強
い
姿
勢
で
対
処
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
海
軍
駐
機
場
の
移
転
は
町
民

の
強
い
要
望
を
受
け
て
交
渉
を

続
け
た
結
果
、
よ
う
や
く
動
き
始

め
ま
し
た
。
小
型
洗
機
場
及
び
大

型
洗
機
場
が
昨
年
九
月
を
も
っ

て
完
成
し
運
用
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
同
洗
機
場
の
完
成
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
負
担
が
一
部
改

善
さ
れ
ま
す
。
海
軍
駐
機
場
の
移

転
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
一
月

中
に
米
軍
側
と
基
本
合
意
が
な

さ
れ
、三
年
程
度
の
期
間
を

目
処
に
完
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
外
来
機
の
大
量
飛
来
と

航
空
機
の
飛
行
経
路
の
実

態
調
査
を
新
年
度
も
継
続

し
て
行
い
、詳
細
な
調
査
状

況
を
国
及
び
米
軍
に
提
示

し
騒
音
等
の
被
害
の
軽
減

改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

基
地
負
担
軽
減
の
確
実
な

実
施
と
日
常
生
活
の
障
害

と
な
る
事
件
、
事
故
、
訓
練
の
激

化
な
ど
負
担
増
の
諸
事
案
を
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
排
除
す
る
た

め
、
航
空
機
騒
音
規
制
措
置
の
更

な
る
遵
守
と
嘉
手
納
基
地
に
特

化
し
た
「
嘉
手
納
基
地
に
関
す
る

使
用
協
定
」
の
一
日
も
早
い
締
結

を
求
め
、
継
続
し
て
国
に
対
し
要

請
行
動
を
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
事

業
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
を
中
核
施
設
と
し
て
町
内
に

八
社
が
進
出
し
、
五
八
〇
人
余
が

雇
用
さ
れ
就
業
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
し
た
効
果
的
な

人
材
育
成
、
進
出
企
業
の
支
援
を

図
り
、
町
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
産
業

の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理

機
構
沖
縄
支
部
の
本
町
へ
の
誘

致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

沖
縄
防
衛
局
、
福
岡
入
国
管
理
局

嘉
手
納
出
張
所
に
続
く
公
的
機

関
誘
致
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
今
年
四
月
に
本
町

の
屋
良
東
部
地
区
に
お
い
て
業

務
が
ス
タ
ー
ト
す
る
運
び
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
は
、
当

該
周
辺
地
域
の
活
性
化
へ
の
波

及
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
都
市
計
画
、
生
活
環
境
整
備

は
、
屋
良
町
営
住
宅
建
替
え
の
基

本
設
計
を
行
い
、
事
業
実
施
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。　

　
土
地
の
有
効
利
用
、
生
活
環
境

整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
実
施
し

て
き
た
屋
良
土
地
区
画
整
理
事

業
は
事
業
完
了
に
向
け
て
、
昨
年

十
二
月
定
例
議
会
に
権
利
関
係

者
に
配
慮
し
た
条
例
改
正
案
を

提
示
し
ま
し
た
が
、
本
会
議
の
状

況
を
受
け
て
の
委
員
会
で
は
審

議
未
了
と
な
り
、
結
局
廃
案
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

権
利
関
係
者
の
要
望
が
実
施
で

き
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
公
園
や
道
路
整
備
は
、
引
き
続

き
地
域
の
生
活
と
密
着
し
た
整

備
を
進
め
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
清
浄
に
し
て
低

廉
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、
配
水



広報かでな（４）（５）広報かでな
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産業まつり（ロータリー広場にて）

健康増進センターにて水中運動教室の実施

ミニデイサービスで幼稚園児と世代交流会

管
見
直
し
計
画
に
基
づ
く
老
朽

管
等
の
布
設
替
え
を
実
施
し
、
出

水
不
良
、
赤
水
対
策
及
び
漏
水
対

策
を
図
る
と
と
も
に
安
定
的
供

給
と
有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

　
人
類
の
生
存
に
か
か
わ
る
地

球
温
暖
化
は
、
深
刻
な
環
境
問
題

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
球
に
住
む

人
び
と
の
厳
し
い
自
覚
が
問
わ

れ
る
事
態
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
各
自
治
体
に
お
い
て
も
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、
Ｃ
 O2
排
出
量
削
減
を
図
る

べ
く
ご
み
の
減
量
化
等
排
出
量

抑
制
策
を
促
進
す
る
重
大
な
使

命
が
課
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
嘉
手

納
町
、
読
谷
村
で
構
成
す
る
比
謝

川
行
政
事
務
組
合
で
は
、
昨
年
一

〇
月
以
降
ご
み
の
排
出
量
に
応

じ
た
負
担
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。
早
速
、
そ
の
結
果
が
現
れ

ま
し
た
。
実
施
後
三
ヶ
月
間
で
搬

入
量
一
、
五
〇
〇
ト
ン
、
率
に
し

て
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る

抑
止
効
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
さ
ら
に
、
生
活
環
境
の
保

全
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
、
資
源

循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
り
、
町

民
の
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る

た
め
、
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス

：

発
生

抑
制
、
リ
ユ
ー
ス

：

再
使
用
、
リ
サ

イ
ク
ル

：

再
生
利
用
）を
基
本
と
し

て
一
般
廃
棄
物
の
減
量
化
と
適

正
処
理
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に

資
源
ゴ
ミ
の
回
収
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
及
び
町
内
団
体
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
そ
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
模
範
清
掃
や
区
民
一

斉
清
掃
を
実
施
し
、
ご
み
の
不
法

投
棄
や
散
乱
防
止
の
監
視
、
指
導

を
行
い
、
地
域
の
環
境
保
全
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
産
業
振
興
は
、
変
革
の
時
代
に

対
応
す
る
新
た
な
施
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
新
町
・
ロ

ー
タ
リ
ー
再
開
発
事
業
が
竣
工

し
、
沖
縄
防
衛
局
等
の
業
務
開
始

に
よ
り
、
ま
ち
は
に
わ
か
に
活
気

付
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
に
各
種
生
活

基
盤
を
活
か
し
、
い
か
に
活
気
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
か
、
商
工
会
を
は
じ
め
周

辺
商
工
業
者
と
連
携
を
図
り
、
ま

ち
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
商
業
に
つ
い
て
は
、
国
道
の
線

形
変
更
工
事
が
進
む
中
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
ま
す
。
商
店
街
活
性
化

事
業
の
更
な
る
推
進
を
図
る
た

め
プ
レ
ミ
ア
ム
付
の
商
品
券
発

行
や
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
、
商
店
街

活
性
化
イ
ベ
ン
ト
を
引
き
続
き

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
野
國
總
管
ま
つ
り
は
、
今
年
も

更
に
内
容
を
充
実
さ
せ
て
開
催

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
み

か
ん
、
び
わ
、
マ
ン
ゴ
ー
等
の
果

樹
は
県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

農
産
物
等
を
中
心
と
し

た
特
産
品
を
広
く
町
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
生
産

者
の
生
産
意
欲
の
高
揚

や
後
継
者
育
成
と
品
質

向
上
に
取
り
組
む
農
家

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
町
内
に
お
け

る
地
産
地
消
の
推
進
に

向
け
て
農
産
物
直
売
の

支
援
や
町
立
保
育
所
等

で
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

産
業
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
も
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
福
祉
行
政
は
、
乳
幼
児
か
ら
高

齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
等
誰
も
が

地
域
に
お
い
て
「
共
に
生
き
、
共

に
支
え
合
う
社
会
」
を
目
指
し

て
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
プ

ラ
ザ
に
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
当
該
施
設
の
有
効
活
用
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
を
は
じ

め
町
民
の
健
康
増
進
と
地
域
交

流
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
老
人
福
祉
は
、
第
四
期
老
人
福

祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
ロ
ー
タ
リ
ー
プ
ラ

ザ
に
開
設
し
た
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
て
、
生

活
機
能
に
不
自
由
の
あ
る
高
齢

者
に
対
し
て
、
機
能
向
上
の
た
め

の
個
別
相
談
や
改
善
指
導
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
移
動
支
援
事
業
や
住
宅
改

修
事
業
、
日
常
生
活
用
具
支
給
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
や
お
む
つ
助
成

の
拡
大
を
行
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
、
全
国
的
に
上

昇
傾
向
に
あ
る
中
、
第
四
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
本
町

の
ラ
ン
ク
も
３
か
ら
２
に
変
わ

り
、
保
険
料
も
月
額
千
五
十
円
引

き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
予
防
へ
の
取
り
組

み
が
そ
の
一
助
と
な
っ
た
も
の

で
あ
り
、
新
年
度
は
新
た
に
が
ん

じ
ゅ
う
学
校
（
仮
称
）
を
開
催
す

る
な
ど
介
護
予
防
事
業
を
積
極

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
が
健
康
で
心
豊
か
な

高
齢
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と

と
も
に
、
要
援
護
者
の
緊
急
時
の

支
援
体
制
づ
く
り
等
老
人
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
障
害
福
祉
は
、
障
害
者
自
立
支

援
法
に
よ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
の
確
保
に
努
め
、
障
害

の
あ
る
方
が
地
域
で
自
立
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
生
活
支

援
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
児
童
福
祉
は
、
次
世
代
育
成
支

援
後
期
行
動
計
画
を
策
定
し
計

画
に
沿
っ
た
事
業
等
を
効
果
的

に
推
進
し
、
児
童
の
健
全
育
成
や

資
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
新
年
度
は
、
仕
事
と
育
児
の
両

立
を
支
援
し
、「
安
心
し
て
子
育

て
」
が
で
き
る
よ
う
に
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
母
子
寡
婦
福
祉
は
、
こ
れ
ま
で

就
労
支
援
と
し
て
保
育
所
内
に

お
い
て
調
理
、
保
育
補
助
等
の
業

務
と
高
齢
者
の
食
の
自
立
支
援

事
業
を
委
託
し
て
き
ま
し
た
。
新

年
度
も
引
き
続
き
沖
縄
防
衛
局

社
員
食
堂
の
委
託
業
務
を
充
実

さ
せ
、
さ
ら
な
る
母
子
、
寡
婦
家

庭
の
自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
健
康

増
進
や
予
防
接
種
な
ど
の
諸
事

業
を
継
続
、
拡
大
し
て
実
施
し
、

町
民
の
健
康
増
進
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
健
康
増
進
策
と
し
て
「
健
康
か

で
な
２
０
１
０
」
の
計
画
に
基
づ

き
、新
年
度
も
引
き
続
き
町

民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を

実
施
す
る
な
ど
、町
民
自
ら

の
健
康
の
増
進
を
図
る
た

め
の
環
境
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
を

推
進
し
て
い
く
た
め
、食
生

活
改
善
推
進
員
の
活
動
を

広
げ
、食
生
活
の
改
善
指
導

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。が
ん

検
診
や
住
民
健
診
の
受
診

率
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
人
間

ド
ッ
ク
を
復
活
さ
せ
、
疾
病
の
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
町

民
自
ら
が
健
康
状
態
を
把
握
し
、

健
康
管
理
意
識
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
保
健

師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ

る
在
宅
訪
問
指
導
等
も
強
化
し

て
い
き
ま
す
。
検
診
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
や
若

い
世
代
を
対
象
と
し
た
乳
が
ん

エ
コ
ー
検
査
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
歯
周
疾
患
検
診
や
、
幼

児
の
フ
ッ
化
物
塗
布
の
実
施
等

を
推
進
し
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
、
む
し
歯
に
な
り
に
く
い
環
境

づ
く
り
を
強
化
、
支
援
し
て
い
き

ま
す
。　

　
母
子
保
健
は
、
乳
幼
児
の
健
診

の
充
実
を
図
り
、
疾
病
の
早
期
発

見
と
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。「
母
子

保
健
推
進
員
」
に
よ
る
、
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
の
各
戸
訪

問
や
、
妊
婦
の
公
費
負
担
健
診
も

回
数
を
増
や
し
、「
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
地
域
で
支
え
あ

い
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

や
さ
し
い
町
・
か
で
な
」
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
ど
も
に
対
す
る
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
は
、
対
象
を

中
学
校
卒
業
時
ま
で
引
き
上

げ
、
保
護
者
の
医
療
費
の
負

担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
育
成
を
推

進
し
ま
す
。

　
伝
染
病
予
防
は
、
乳
幼
児

の
予
防
接
種
を
継
続
実
施

し
、
国
の
麻
し
ん
（
は
し
か
）

の
排
除
計
画
に
沿
っ
て
、
中

学
一
年
生
と
高
校
三
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
者
に
予
防

接
種
を
実
施
し
、
六
五
歳
以
上
の

高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
一
部
公
費
負

担
や
新
た
に
七
十
歳
以
上
の
高

齢
者
に
は
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

を
全
額
公
費
負
担
で
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
毎
年

一
般
会
計
か
ら
一
億
円
余
を
繰

り
入
れ
、
保
険
料
を
低
く
押
さ
え

て
き
ま
し
た
。
前
年
度
に
引
き
続

き
「
特
定
健
診
」
を
実
施
し
、
受
診

率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
該
当
者
や
そ
の
予
備
群
の
方

に
対
し
て
、
自
ら
生
活
改
善
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
「
特
定
保

健
指
導
」
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
新
年
度
も
引
き
続
き
、
医
療

費
の
適
正
化
、
国
保
税
の
収
納
強

化
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
保

財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
国

保
事
業
の
安
定
運
営
を
図
り
ま

す
。

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
の
「
国
民

健
康
保
険
制
度
」
と
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
整
合
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
新
年
度
は
、

適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
ま
し
た

「
は
り
、
き
ゅ
う
等
診
療
費
助
成

制
度
」
を
設
け
、「
健
康
診
査
説
明

会
」
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
保
険
料
に
つ
い
て
「
均
等
割



広報かでな（４）（５）広報かでな

産  

業  

振  

興

福  

祉  

行  

政

産業まつり（ロータリー広場にて）

健康増進センターにて水中運動教室の実施

ミニデイサービスで幼稚園児と世代交流会

管
見
直
し
計
画
に
基
づ
く
老
朽

管
等
の
布
設
替
え
を
実
施
し
、
出

水
不
良
、
赤
水
対
策
及
び
漏
水
対

策
を
図
る
と
と
も
に
安
定
的
供

給
と
有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

　
人
類
の
生
存
に
か
か
わ
る
地

球
温
暖
化
は
、
深
刻
な
環
境
問
題

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
球
に
住
む

人
び
と
の
厳
し
い
自
覚
が
問
わ

れ
る
事
態
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
各
自
治
体
に
お
い
て
も
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、
Ｃ
 O2
排
出
量
削
減
を
図
る

べ
く
ご
み
の
減
量
化
等
排
出
量

抑
制
策
を
促
進
す
る
重
大
な
使

命
が
課
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
嘉
手

納
町
、
読
谷
村
で
構
成
す
る
比
謝

川
行
政
事
務
組
合
で
は
、
昨
年
一

〇
月
以
降
ご
み
の
排
出
量
に
応

じ
た
負
担
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。
早
速
、
そ
の
結
果
が
現
れ

ま
し
た
。
実
施
後
三
ヶ
月
間
で
搬

入
量
一
、
五
〇
〇
ト
ン
、
率
に
し

て
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る

抑
止
効
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
さ
ら
に
、
生
活
環
境
の
保

全
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
、
資
源

循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
り
、
町

民
の
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る

た
め
、
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス

：

発
生

抑
制
、
リ
ユ
ー
ス

：

再
使
用
、
リ
サ

イ
ク
ル

：

再
生
利
用
）を
基
本
と
し

て
一
般
廃
棄
物
の
減
量
化
と
適

正
処
理
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に

資
源
ゴ
ミ
の
回
収
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
及
び
町
内
団
体
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
そ
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
模
範
清
掃
や
区
民
一

斉
清
掃
を
実
施
し
、
ご
み
の
不
法

投
棄
や
散
乱
防
止
の
監
視
、
指
導

を
行
い
、
地
域
の
環
境
保
全
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
産
業
振
興
は
、
変
革
の
時
代
に

対
応
す
る
新
た
な
施
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
新
町
・
ロ

ー
タ
リ
ー
再
開
発
事
業
が
竣
工

し
、
沖
縄
防
衛
局
等
の
業
務
開
始

に
よ
り
、
ま
ち
は
に
わ
か
に
活
気

付
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
に
各
種
生
活

基
盤
を
活
か
し
、
い
か
に
活
気
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
か
、
商
工
会
を
は
じ
め
周

辺
商
工
業
者
と
連
携
を
図
り
、
ま

ち
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
商
業
に
つ
い
て
は
、
国
道
の
線

形
変
更
工
事
が
進
む
中
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
ま
す
。
商
店
街
活
性
化

事
業
の
更
な
る
推
進
を
図
る
た

め
プ
レ
ミ
ア
ム
付
の
商
品
券
発

行
や
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
、
商
店
街

活
性
化
イ
ベ
ン
ト
を
引
き
続
き

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
野
國
總
管
ま
つ
り
は
、
今
年
も

更
に
内
容
を
充
実
さ
せ
て
開
催

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
み

か
ん
、
び
わ
、
マ
ン
ゴ
ー
等
の
果

樹
は
県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

農
産
物
等
を
中
心
と
し

た
特
産
品
を
広
く
町
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
生
産

者
の
生
産
意
欲
の
高
揚

や
後
継
者
育
成
と
品
質

向
上
に
取
り
組
む
農
家

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
町
内
に
お
け

る
地
産
地
消
の
推
進
に

向
け
て
農
産
物
直
売
の

支
援
や
町
立
保
育
所
等

で
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

産
業
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
も
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
福
祉
行
政
は
、
乳
幼
児
か
ら
高

齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
等
誰
も
が

地
域
に
お
い
て
「
共
に
生
き
、
共

に
支
え
合
う
社
会
」
を
目
指
し

て
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
プ

ラ
ザ
に
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
当
該
施
設
の
有
効
活
用
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
を
は
じ

め
町
民
の
健
康
増
進
と
地
域
交

流
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
老
人
福
祉
は
、
第
四
期
老
人
福

祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
ロ
ー
タ
リ
ー
プ
ラ

ザ
に
開
設
し
た
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
て
、
生

活
機
能
に
不
自
由
の
あ
る
高
齢

者
に
対
し
て
、
機
能
向
上
の
た
め

の
個
別
相
談
や
改
善
指
導
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
移
動
支
援
事
業
や
住
宅
改

修
事
業
、
日
常
生
活
用
具
支
給
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
や
お
む
つ
助
成

の
拡
大
を
行
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
、
全
国
的
に
上

昇
傾
向
に
あ
る
中
、
第
四
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
本
町

の
ラ
ン
ク
も
３
か
ら
２
に
変
わ

り
、
保
険
料
も
月
額
千
五
十
円
引

き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
予
防
へ
の
取
り
組

み
が
そ
の
一
助
と
な
っ
た
も
の

で
あ
り
、
新
年
度
は
新
た
に
が
ん

じ
ゅ
う
学
校
（
仮
称
）
を
開
催
す

る
な
ど
介
護
予
防
事
業
を
積
極

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
が
健
康
で
心
豊
か
な

高
齢
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と

と
も
に
、
要
援
護
者
の
緊
急
時
の

支
援
体
制
づ
く
り
等
老
人
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
障
害
福
祉
は
、
障
害
者
自
立
支

援
法
に
よ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
の
確
保
に
努
め
、
障
害

の
あ
る
方
が
地
域
で
自
立
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
生
活
支

援
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
児
童
福
祉
は
、
次
世
代
育
成
支

援
後
期
行
動
計
画
を
策
定
し
計

画
に
沿
っ
た
事
業
等
を
効
果
的

に
推
進
し
、
児
童
の
健
全
育
成
や

資
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
新
年
度
は
、
仕
事
と
育
児
の
両

立
を
支
援
し
、「
安
心
し
て
子
育

て
」
が
で
き
る
よ
う
に
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
母
子
寡
婦
福
祉
は
、
こ
れ
ま
で

就
労
支
援
と
し
て
保
育
所
内
に

お
い
て
調
理
、
保
育
補
助
等
の
業

務
と
高
齢
者
の
食
の
自
立
支
援

事
業
を
委
託
し
て
き
ま
し
た
。
新

年
度
も
引
き
続
き
沖
縄
防
衛
局

社
員
食
堂
の
委
託
業
務
を
充
実

さ
せ
、
さ
ら
な
る
母
子
、
寡
婦
家

庭
の
自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
健
康

増
進
や
予
防
接
種
な
ど
の
諸
事

業
を
継
続
、
拡
大
し
て
実
施
し
、

町
民
の
健
康
増
進
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
健
康
増
進
策
と
し
て
「
健
康
か

で
な
２
０
１
０
」
の
計
画
に
基
づ

き
、新
年
度
も
引
き
続
き
町

民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を

実
施
す
る
な
ど
、町
民
自
ら

の
健
康
の
増
進
を
図
る
た

め
の
環
境
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
を

推
進
し
て
い
く
た
め
、食
生

活
改
善
推
進
員
の
活
動
を

広
げ
、食
生
活
の
改
善
指
導

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。が
ん

検
診
や
住
民
健
診
の
受
診

率
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
人
間

ド
ッ
ク
を
復
活
さ
せ
、
疾
病
の
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
町

民
自
ら
が
健
康
状
態
を
把
握
し
、

健
康
管
理
意
識
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
保
健

師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ

る
在
宅
訪
問
指
導
等
も
強
化
し

て
い
き
ま
す
。
検
診
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
や
若

い
世
代
を
対
象
と
し
た
乳
が
ん

エ
コ
ー
検
査
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
歯
周
疾
患
検
診
や
、
幼

児
の
フ
ッ
化
物
塗
布
の
実
施
等

を
推
進
し
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
、
む
し
歯
に
な
り
に
く
い
環
境

づ
く
り
を
強
化
、
支
援
し
て
い
き

ま
す
。　

　
母
子
保
健
は
、
乳
幼
児
の
健
診

の
充
実
を
図
り
、
疾
病
の
早
期
発

見
と
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。「
母
子

保
健
推
進
員
」
に
よ
る
、
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
の
各
戸
訪

問
や
、
妊
婦
の
公
費
負
担
健
診
も

回
数
を
増
や
し
、「
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
地
域
で
支
え
あ

い
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

や
さ
し
い
町
・
か
で
な
」
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
ど
も
に
対
す
る
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
は
、
対
象
を

中
学
校
卒
業
時
ま
で
引
き
上

げ
、
保
護
者
の
医
療
費
の
負

担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
育
成
を
推

進
し
ま
す
。

　
伝
染
病
予
防
は
、
乳
幼
児

の
予
防
接
種
を
継
続
実
施

し
、
国
の
麻
し
ん
（
は
し
か
）

の
排
除
計
画
に
沿
っ
て
、
中

学
一
年
生
と
高
校
三
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
者
に
予
防

接
種
を
実
施
し
、
六
五
歳
以
上
の

高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
一
部
公
費
負

担
や
新
た
に
七
十
歳
以
上
の
高

齢
者
に
は
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

を
全
額
公
費
負
担
で
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
毎
年

一
般
会
計
か
ら
一
億
円
余
を
繰

り
入
れ
、
保
険
料
を
低
く
押
さ
え

て
き
ま
し
た
。
前
年
度
に
引
き
続

き
「
特
定
健
診
」
を
実
施
し
、
受
診

率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
該
当
者
や
そ
の
予
備
群
の
方

に
対
し
て
、
自
ら
生
活
改
善
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
「
特
定
保

健
指
導
」
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
新
年
度
も
引
き
続
き
、
医
療

費
の
適
正
化
、
国
保
税
の
収
納
強

化
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
保

財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
国

保
事
業
の
安
定
運
営
を
図
り
ま

す
。

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
の
「
国
民

健
康
保
険
制
度
」
と
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
整
合
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
新
年
度
は
、

適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
ま
し
た

「
は
り
、
き
ゅ
う
等
診
療
費
助
成

制
度
」
を
設
け
、「
健
康
診
査
説
明

会
」
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
保
険
料
に
つ
い
て
「
均
等
割
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額
」
を
町
が
全
額
助
成
す
る
「
後

期
高
齢
者
保
険
料
助
成
」
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
以
上
の
新
施
策
と
前
年
度
か

ら
の
施
策
で
あ
る
「
葬
祭
費
補

助
」
を
併
せ
て
実
施
し
、
き
め
細

か
い
医
療
制
度
等
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
町
民
の
老
後
の

経
済
的
な
支
え
で
あ
る
老
齢
基

礎
年
金
ば
か
り
で
な
く
、
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
一

生
か
か
わ
っ
て
い
く
社
会
保
障

制
度
で
す
。
関
係
機
関
と
の
協
力

連
携
の
も
と
制
度
の
周
知
を
図

り
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
い
て
、
本
町
の
教
育
は
、

先
達
・
野
國
總
管
の
遺
徳
で
あ
る

「
進
取
の
気
象
」・「
国
際
性
」・「
社

会
貢
献
」
を
基
本
理
念
と
し
、
人

間
性
豊
か
で
自
他
の
生
命
を
尊

び
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成

を
目
指
し
て
、「
み
の
り
あ
る
教

育
」を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
教
育
は
、
幼
児
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
確
か
な
学
力
な

ど
の
生
き
る
力
を
育
む
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
各
小
中

学
校
で
は
、
教
材
費
の
一
部
助
成

を
実
施
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
両
小
学
校

へ
学
習
支
援
員
の
配
置
を
行
い
、

質
の
高
い
教
育
活
動
の
展
開
と

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
が

緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
青

少
年
の
健
全
育
成
や
環
境
浄
化

運
動
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
新
年
度
は
青
少
年
セ
ン
タ
ー

の
移
転
地
と
な
る
旧
中
央
公
民

館
ホ
ー
ル
棟
の
解
体
工
事
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
教
育
施
設
に
つ
い
て
、
嘉
手
納

小
学
校
敷
地
整
備
事
業
は
、
平
成

二
年
度
の
事
業
開
始
以
来
、
こ
れ

ま
で
長
き
に
わ
た
る
職
員
の
粘

り
強
い
交
渉
と
地
権
者
の
協
力

に
よ
り
、
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し

た
墳
墓
等
の
移
転
も
完
了
い
た

し
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
引
き
続

き
残
り
の
用
地
取
得
を
円
滑
に

進
め
る
と
と
も
に
計
画
的
な
事

業
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
嘉
手
納
小
学
校
遊
具
設
置
工

事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。　

　
生
涯
学
習
の
振
興
は
、
町
民
の

生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
社
会
教
育
、
家
庭

教
育
、
学
校
教
育
の
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
相
互
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
学
習
機
会
の
場
の
提

供
と
そ
の
拡
充
を
図
り
、
町

民
の
潤
い
と
生
き
が
い
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て

る
環
境
を
整
備
し
、
様
々
な

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
か

で
な
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
開
催
、
子
ど
も
情
報
誌

の
発
行
、
社
会
教
育
委
託
学

級
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
今
後
と
も
、
地
域
に
お
け
る

文
化
団
体
と
連
携
し
、
地
域
芸
術

文
化
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
人
材
育
成
事
業
は
、
貸
与
事

業
、
助
成
事
業
、
交
流
事
業
を
継

続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
は
、
平
成
二
十
年

五
月
に
ロ
ー
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
に

移
転
し
、
町
民
の
利
便
性
が
向
上

し
ま
し
た
。
町
民
の
教
養
の
向

上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化

を
図
り
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て

の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
新
設
さ
れ
た
町
立
図
書
館
は
、

今
後
、
町
民
の
自
ら
求
め
る
教

養
・
調
査
研
究
の
た
め
に
必
要
な

図
書
や
情
報
、そ
の
他
の
資

料
等
一
層
の
充
実
を
図
り

利
用
者
に
対
し
て
円
滑
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、地
域
住
民
の
学
習

の
場
と
し
て
気
軽
に
利
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。　

　
学
習
等
供
用
施
設
は
、幼

児
児
童
生
徒
の
地
域
活
動

の
拠
点
と
し
て
、各
種
事
業

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、町

民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場

と
し
て
施
設
運
営
を
図
り

ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
、
町
民
の
健

康
保
持
、
増
進
を
図
る
と
と
も

に
、
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
健
康
で
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
本
町
実
行
委
員
会
が

設
立
さ
れ
、
新
年
度
は
、
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
を
実
施
し
、
本
大
会
の

成
功
に
向
け
て
、
精
力
的
に
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度
、

野
球
場
及
び
陸
上
競
技
場
の
改

修
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
は
、
文
化
財

の
確
認
、
調
査
及
び
資
料
の
収

集
・
整
理
等
を
行
い
、
そ
の
保
存
・

活
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
町
史
編
纂
事
業
は
、
戦
後
の
政

治
経
済
・
社
会
・
教
育
・
文
化
等
を

網
羅
し
た
『
嘉
手
納
町
史
』
資
料

編
７
「
戦
後
資
料
（
上
）
」
の
発
刊

を
い
た
し
ま
す
。

　
開
塾
十
二
年
目
を
迎
え
る
外

語
塾
に
お
い
て
は
年
々
、
教
育
の

成
果
が
現
れ
今
日
で
は
多
く
の

卒
業
生
が
町
内
外
に
お
い
て
活

躍
を
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
も

引
き
続
き
実
用
英
語
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
教
育
を
中
心
と
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
更
な
る
充
実
に

努
め
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
、
海
外
短
期
語
学
研
修
、
職
場

体
験
等
を
通
し
て
人
材
の
育
成

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
執
行
体
制
と
行
財
政
の
運
営

等
に
つ
い
て
、
町
政
運
営
の
指
針

と
な
る
「
第
三
次
嘉
手
納
町
総
合

計
画
」
に
お
い
て
は
、「
ひ
と
、
未

来
か
が
や
く
交
流
の
ま
ち
　
か

で
な
」
を
将
来
像
に
か
か
げ
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
交
流

の
核
と
な
る
道
の
駅
や
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
市
街
地
再

開
発
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
各
種
生
活
基
盤
が
充
実
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
、

「
第
四
次
嘉
手
納
町
総
合
計
画
」

の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。

第
三
次
の
将
来
像
を
継
続
し
な

が
ら
、
計
画
の
実
現
に
向
け
、
主

役
で
あ
る
町
民
と
の
協
働
を
前

提
に
、「
支
え
合
い
」「
人
づ
く
り
」

「
安
心
」「
賑
わ
い
」
の
四
つ
の
大

き
な
方
向
性
を
結
び
つ
け
な
が

ら
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
行
政
は
、
引
き

続
き
実
施
計
画
を
推
進
し
、
町
民

へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

　
海
外
移
住
者
子
弟
受
入
事
業

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
確
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
に
は
、
職
員
の
資
質
の
向

上
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
た
め
、

個
々
の
能
力
が
十
分
発
揮
で
き

る
よ
う
研
修
の
充
実
に
努
め
職

員
の
意
識
改
革
と
資
質
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
町
財
政
は
、
歳
入
面
に
お
い

て
、
一
般
財
源
収
入
の
も
っ
と
も

大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交

付
税
が
、
政
府
の
財
政
構
造
改
革

の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
平
成

十
三
年
度
か
ら
二
十
年
度
ま
で

の
七
年
間
で
約
三
億
五
千

万
円
の
減
少
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
面
に
お
い
て

は
、物
件
費
、扶
助
費
、補
助

費
等
の
義
務
的
経
費
が

年
々
増
大
す
る
中
、
新
た
な

施
設
の
維
持
管
理
経
費
や

諸
施
策
を
推
進
す
る
た
め

の
経
費
に
対
応
す
る
財
源

の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
編
成

に
お
い
て
は
、
既
存
の
事
務
事
業

や
各
種
経
費
全
般
に
つ
い
て
根

本
的
に
見
直
し
を
行
い
、
経
費
の

徹
底
し
た
節
減
に
努
め
な
が
ら

編
成
作
業
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
行
財
政
運
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
地
方
交
付

税
の
動
向
に
留
意
し
な
が
ら
、
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
強
化

し
、
事
務
事
業
の
更
な
る
効
率
化

及
び
合
理
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
編
成

さ
れ
た
平
成
二
十
一
年
度
一
般

会
計
予
算
案
、
水
道
事
業
予
算

案
、
四
特
別
会
計
予
算
案
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

１
．一
般
会
計
予
算

六
、〇
三
七
、九
七
四
千
円

２
．国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

一
、九
七
五
、四
六
四
千
円

３
．老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

四
、二
四
〇
千
円

４
．後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

二
二
〇
、一
四
六
千
円

５
．水
道
事
業
会
計
予
算

　
　
水
道
事
業
収
益

三
六
四
、八
二
一
千
円

　
　
水
道
事
業
費

三
四
九
、三
九
九
千
円

　
　
資
本
的
収
入

七
〇
、四
六
一
千
円

　
　
資
本
的
支
出

一
五
七
、九
五
九
千
円

６
．下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

三
四
八
、一
九
二
千
円

　
以
上
、
平
成
二
十
一
年
度
の
町

政
運
営
に
あ
た
り
、
私
の
施
政
方

針
と
考
え
方
を
申
し
上
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
社
会
経
済
情
勢

の
急
速
な
変
化
に
的
確
に
対
処

し
つ
つ
、「
第
四
次
嘉
手
納
町
総

合
計
画
」
を
基
本
に
諸
政
策
課
題

の
推
進
を
図
り
、
安
ら
ぎ
と
品
格

の
あ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

全
職
員
の
総
力
を
上
げ
て
諸
施

策
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
諸
賢
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
三
月
九
日

嘉
手
納
町
長
　
宮  

城  

篤  

実



広報かでな（６）（７）広報かでな

教
育
、文
化
、

　

 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

執
行
体
制
で

　

  

行
財
政
運
営
等

ロータリープラザ内町立図書館海外移住者子弟受入事業

英語スピーチコンテスト

額
」
を
町
が
全
額
助
成
す
る
「
後

期
高
齢
者
保
険
料
助
成
」
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
以
上
の
新
施
策
と
前
年
度
か

ら
の
施
策
で
あ
る
「
葬
祭
費
補

助
」
を
併
せ
て
実
施
し
、
き
め
細

か
い
医
療
制
度
等
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
町
民
の
老
後
の

経
済
的
な
支
え
で
あ
る
老
齢
基

礎
年
金
ば
か
り
で
な
く
、
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
一

生
か
か
わ
っ
て
い
く
社
会
保
障

制
度
で
す
。
関
係
機
関
と
の
協
力

連
携
の
も
と
制
度
の
周
知
を
図

り
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
い
て
、
本
町
の
教
育
は
、

先
達
・
野
國
總
管
の
遺
徳
で
あ
る

「
進
取
の
気
象
」・「
国
際
性
」・「
社

会
貢
献
」
を
基
本
理
念
と
し
、
人

間
性
豊
か
で
自
他
の
生
命
を
尊

び
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成

を
目
指
し
て
、「
み
の
り
あ
る
教

育
」を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
教
育
は
、
幼
児
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
確
か
な
学
力
な

ど
の
生
き
る
力
を
育
む
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
各
小
中

学
校
で
は
、
教
材
費
の
一
部
助
成

を
実
施
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
両
小
学
校

へ
学
習
支
援
員
の
配
置
を
行
い
、

質
の
高
い
教
育
活
動
の
展
開
と

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
が

緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
青

少
年
の
健
全
育
成
や
環
境
浄
化

運
動
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
新
年
度
は
青
少
年
セ
ン
タ
ー

の
移
転
地
と
な
る
旧
中
央
公
民

館
ホ
ー
ル
棟
の
解
体
工
事
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
教
育
施
設
に
つ
い
て
、
嘉
手
納

小
学
校
敷
地
整
備
事
業
は
、
平
成

二
年
度
の
事
業
開
始
以
来
、
こ
れ

ま
で
長
き
に
わ
た
る
職
員
の
粘

り
強
い
交
渉
と
地
権
者
の
協
力

に
よ
り
、
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し

た
墳
墓
等
の
移
転
も
完
了
い
た

し
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
引
き
続

き
残
り
の
用
地
取
得
を
円
滑
に

進
め
る
と
と
も
に
計
画
的
な
事

業
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
嘉
手
納
小
学
校
遊
具
設
置
工

事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。　

　
生
涯
学
習
の
振
興
は
、
町
民
の

生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
社
会
教
育
、
家
庭

教
育
、
学
校
教
育
の
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
相
互
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
学
習
機
会
の
場
の
提

供
と
そ
の
拡
充
を
図
り
、
町

民
の
潤
い
と
生
き
が
い
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て

る
環
境
を
整
備
し
、
様
々
な

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
か

で
な
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
開
催
、
子
ど
も
情
報
誌

の
発
行
、
社
会
教
育
委
託
学

級
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
今
後
と
も
、
地
域
に
お
け
る

文
化
団
体
と
連
携
し
、
地
域
芸
術

文
化
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
人
材
育
成
事
業
は
、
貸
与
事

業
、
助
成
事
業
、
交
流
事
業
を
継

続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
は
、
平
成
二
十
年

五
月
に
ロ
ー
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
に

移
転
し
、
町
民
の
利
便
性
が
向
上

し
ま
し
た
。
町
民
の
教
養
の
向

上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化

を
図
り
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て

の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
新
設
さ
れ
た
町
立
図
書
館
は
、

今
後
、
町
民
の
自
ら
求
め
る
教

養
・
調
査
研
究
の
た
め
に
必
要
な

図
書
や
情
報
、そ
の
他
の
資

料
等
一
層
の
充
実
を
図
り

利
用
者
に
対
し
て
円
滑
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、地
域
住
民
の
学
習

の
場
と
し
て
気
軽
に
利
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。　

　
学
習
等
供
用
施
設
は
、幼

児
児
童
生
徒
の
地
域
活
動

の
拠
点
と
し
て
、各
種
事
業

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、町

民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場

と
し
て
施
設
運
営
を
図
り

ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
、
町
民
の
健

康
保
持
、
増
進
を
図
る
と
と
も

に
、
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
健
康
で
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
本
町
実
行
委
員
会
が

設
立
さ
れ
、
新
年
度
は
、
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
を
実
施
し
、
本
大
会
の

成
功
に
向
け
て
、
精
力
的
に
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度
、

野
球
場
及
び
陸
上
競
技
場
の
改

修
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
は
、
文
化
財

の
確
認
、
調
査
及
び
資
料
の
収

集
・
整
理
等
を
行
い
、
そ
の
保
存
・

活
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
町
史
編
纂
事
業
は
、
戦
後
の
政

治
経
済
・
社
会
・
教
育
・
文
化
等
を

網
羅
し
た
『
嘉
手
納
町
史
』
資
料

編
７
「
戦
後
資
料
（
上
）
」
の
発
刊

を
い
た
し
ま
す
。

　
開
塾
十
二
年
目
を
迎
え
る
外

語
塾
に
お
い
て
は
年
々
、
教
育
の

成
果
が
現
れ
今
日
で
は
多
く
の

卒
業
生
が
町
内
外
に
お
い
て
活

躍
を
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
も

引
き
続
き
実
用
英
語
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
教
育
を
中
心
と
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
更
な
る
充
実
に

努
め
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
、
海
外
短
期
語
学
研
修
、
職
場

体
験
等
を
通
し
て
人
材
の
育
成

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
執
行
体
制
と
行
財
政
の
運
営

等
に
つ
い
て
、
町
政
運
営
の
指
針

と
な
る
「
第
三
次
嘉
手
納
町
総
合

計
画
」
に
お
い
て
は
、「
ひ
と
、
未

来
か
が
や
く
交
流
の
ま
ち
　
か

で
な
」
を
将
来
像
に
か
か
げ
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
交
流

の
核
と
な
る
道
の
駅
や
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
市
街
地
再

開
発
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
各
種
生
活
基
盤
が
充
実
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
、

「
第
四
次
嘉
手
納
町
総
合
計
画
」

の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。

第
三
次
の
将
来
像
を
継
続
し
な

が
ら
、
計
画
の
実
現
に
向
け
、
主

役
で
あ
る
町
民
と
の
協
働
を
前

提
に
、「
支
え
合
い
」「
人
づ
く
り
」

「
安
心
」「
賑
わ
い
」
の
四
つ
の
大

き
な
方
向
性
を
結
び
つ
け
な
が

ら
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
行
政
は
、
引
き

続
き
実
施
計
画
を
推
進
し
、
町
民

へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

　
海
外
移
住
者
子
弟
受
入
事
業

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
確
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
に
は
、
職
員
の
資
質
の
向

上
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
た
め
、

個
々
の
能
力
が
十
分
発
揮
で
き

る
よ
う
研
修
の
充
実
に
努
め
職

員
の
意
識
改
革
と
資
質
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
町
財
政
は
、
歳
入
面
に
お
い

て
、
一
般
財
源
収
入
の
も
っ
と
も

大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交

付
税
が
、
政
府
の
財
政
構
造
改
革

の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
平
成

十
三
年
度
か
ら
二
十
年
度
ま
で

の
七
年
間
で
約
三
億
五
千

万
円
の
減
少
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
面
に
お
い
て

は
、物
件
費
、扶
助
費
、補
助

費
等
の
義
務
的
経
費
が

年
々
増
大
す
る
中
、
新
た
な

施
設
の
維
持
管
理
経
費
や

諸
施
策
を
推
進
す
る
た
め

の
経
費
に
対
応
す
る
財
源

の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
編
成

に
お
い
て
は
、
既
存
の
事
務
事
業

や
各
種
経
費
全
般
に
つ
い
て
根

本
的
に
見
直
し
を
行
い
、
経
費
の

徹
底
し
た
節
減
に
努
め
な
が
ら

編
成
作
業
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
行
財
政
運
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
地
方
交
付

税
の
動
向
に
留
意
し
な
が
ら
、
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
強
化

し
、
事
務
事
業
の
更
な
る
効
率
化

及
び
合
理
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
編
成

さ
れ
た
平
成
二
十
一
年
度
一
般

会
計
予
算
案
、
水
道
事
業
予
算

案
、
四
特
別
会
計
予
算
案
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

１
．一
般
会
計
予
算

六
、〇
三
七
、九
七
四
千
円

２
．国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

一
、九
七
五
、四
六
四
千
円

３
．老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

四
、二
四
〇
千
円

４
．後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

二
二
〇
、一
四
六
千
円

５
．水
道
事
業
会
計
予
算

　
　
水
道
事
業
収
益

三
六
四
、八
二
一
千
円

　
　
水
道
事
業
費

三
四
九
、三
九
九
千
円

　
　
資
本
的
収
入

七
〇
、四
六
一
千
円

　
　
資
本
的
支
出

一
五
七
、九
五
九
千
円

６
．下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

三
四
八
、一
九
二
千
円

　
以
上
、
平
成
二
十
一
年
度
の
町

政
運
営
に
あ
た
り
、
私
の
施
政
方

針
と
考
え
方
を
申
し
上
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
社
会
経
済
情
勢

の
急
速
な
変
化
に
的
確
に
対
処

し
つ
つ
、「
第
四
次
嘉
手
納
町
総

合
計
画
」
を
基
本
に
諸
政
策
課
題

の
推
進
を
図
り
、
安
ら
ぎ
と
品
格

の
あ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

全
職
員
の
総
力
を
上
げ
て
諸
施

策
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
諸
賢
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
三
月
九
日

嘉
手
納
町
長
　
宮  

城  

篤  

実



広報かでな（8）（9）広報かでな

　3月11日から18日にかけて嘉手納外語塾をはじめ、町内各小中
学校幼稚園で卒業（園）式が執り行われました。
　今年は、外語塾12名、嘉手納中学校188名、嘉手納小学校134名、
屋良小学校54名、嘉手納幼稚園84名、屋良幼稚園35名が思い出深
い学びやを巣立ちました。
　卒業生は、夢と希望を胸に晴れやかな表情で卒業証書を手にし

ていました。
　外語塾卒業式では、宮城塾長が
「2年間の学習歴はこれからの人生
に活きてきます。目標に向かって
頑張ってください」と激励の言葉
が述べられると卒業生全員で「そ
れぞれの夢に向かい、一人ひとり
が町の核となることを目指し頑張
ります」と力強い決意に会場から
は温かい拍手が送られました。

▲

嘉
手
納
外
語
塾

▲

楽
し
く
一
緒
に
「
う
ち
な
ー
口
体
操
」

▲

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
交
流
す
る
子
ど
も
達

▲

民
謡
協
会
に
よ
り
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た

▲

屋
良
幼
稚
園

▲
応
援
す
る
嘉
手
納
高
校
生

▲

嘉
手
納
幼
稚
園

希望を胸に卒業！希望を胸に卒業！希望を胸に卒業！
－嘉手納外語塾・町内幼小中学校－

▲屋良小学校▲嘉手納中学校▲嘉手納小学校

　2月22日、沖縄県総合運動公園を本会場に「第17回

おきなわマラソン」が開催されました。

　嘉手納町は、嘉手納基地第5ゲート（31.2ｋｍ）ポイ

ントで給水や救護を担当しました。

　婦人連合会、商工会青年部、嘉手納高校の生徒や

町役場職員など約80名がボランティアとして協力

しました。

　總管太鼓の皆さんの力強い太鼓が鳴り響くなか、

沿道から声を枯らしながら応援。疲れを見せるラン

ナーへ水やバナナなどを差し出すと、笑顔がこぼれ、

残りの力を振り絞り走り出す姿も見られました。

　本町からは、見事61名の皆さんが完走を果たしま

した。

2009

第17回 第17回 おきなわマラソンおきなわマラソン
2009

第17回 おきなわマラソン

　
二
月
十
九
日
、
北
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ミ
ニ
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
北
区
百
の
会
と
嘉
手
納
幼
稚

園
の
園
児
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
ず
子
ど
も
達
が
「
う
ち
な
ー
口
」

で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
う
ち
な
ー
口
ラ
ジ
オ
体
操

を
一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
、
手
話
で
歌
を

披
露
し
ま
し
た
。　

　
会
場
は
、
参
加
し
た
百
の
会
の
皆
さ

ん
の
笑
顔
と
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
子
ど

も
達
か
ら
沢
山
の
元
気
を
も
ら
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　
三
月
七
日
、ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
、中
央
公

民
館
に
お
い
て
「
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
ー
で

ー
日
米
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
会
」（
沖
縄

防
衛
局
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
は
、
地
域
住
民
と
米
軍
嘉
手
納

基
地
軍
人
や
そ
の
家
族
と
の
相
互
理
解
を

深
め
る
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
で
は
、
町
内
子
ど
も

会
と
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
障
害
物
競
走
、

調
理
実
習
室
で
は
婦
人
連
合
会
な
ど
が
、

料
理
を
通
し
て
米
軍
人
の
家
族
と
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
約
二
三
〇
名
が
参

加
し
、交
流
会
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

世
代
交
流
会

世
代
交
流
会

世
代
交
流
会

│ 

北
区
百
の
会 

│

　3月4日、道の駅かでなにおいて「さんしんの日」にちなん

だイベント（道の駅かでなテナント会主催）が催されました。

　民謡や舞踊などが披露され、会場を訪れた皆さんは、三

線に合わせて手拍子や一緒に口ずさむなど楽しい時間を過

ごしていました。

　道の駅を訪れた観光客も三線の音色につられ立ち止ま

り聞き入る姿も見られました。

　また、屋良小学校の児童も駆けつけ、可愛らしい衣装を

身にまとい「ソーラン節」を披露し、会場を盛り上げました。

「さんしんの日」
－道の駅かでな－

▲

会
場
は
大
盛
況

　2月28日、新町第2駐車場において「なかゆくい市＆泡盛まつり」
（嘉手納ニュータウン商栄会、嘉手納社交飲食業組合主催）が開催
されました。
　まつりは、一度に県内9つの酒造所の泡盛が飲めるということも
あり、会場は埋め尽くされるほど大盛況でした。
　また舞台では、民謡ショーなどのイベントも行われ、三線の楽しい
音色と美味しい泡盛を味わいながらお互いの交流を深めていまし
た。
　その他、マグロの解体ショーや抽選会で会場は盛り上がりました。

日
米
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
会

日
米
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
会

日
米
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
会

い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
ー
で
ー
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ナーへ水やバナナなどを差し出すと、笑顔がこぼれ、

残りの力を振り絞り走り出す姿も見られました。

　本町からは、見事61名の皆さんが完走を果たしま

した。
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が
り
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│

　3月4日、道の駅かでなにおいて「さんしんの日」にちなん

だイベント（道の駅かでなテナント会主催）が催されました。

　民謡や舞踊などが披露され、会場を訪れた皆さんは、三

線に合わせて手拍子や一緒に口ずさむなど楽しい時間を過

ごしていました。

　道の駅を訪れた観光客も三線の音色につられ立ち止ま

り聞き入る姿も見られました。

　また、屋良小学校の児童も駆けつけ、可愛らしい衣装を

身にまとい「ソーラン節」を披露し、会場を盛り上げました。

「さんしんの日」
－道の駅かでな－

▲

会
場
は
大
盛
況

　2月28日、新町第2駐車場において「なかゆくい市＆泡盛まつり」
（嘉手納ニュータウン商栄会、嘉手納社交飲食業組合主催）が開催
されました。
　まつりは、一度に県内9つの酒造所の泡盛が飲めるということも
あり、会場は埋め尽くされるほど大盛況でした。
　また舞台では、民謡ショーなどのイベントも行われ、三線の楽しい
音色と美味しい泡盛を味わいながらお互いの交流を深めていまし
た。
　その他、マグロの解体ショーや抽選会で会場は盛り上がりました。
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　2月16日、子育て支援センターにおいて「春のおちゃ会」が
行われました。
　これは、子育て講座の一環として行われているもので、子
育て奮闘中のお父さん、お母さんが子ども達と一緒に楽しく
参加していました。
　おちゃ会は、幸喜美音子さんを講師に招き、嘉手納高校生
がたてたお茶が参加者に振る舞われました。
　子ども達は、美味しいお菓子とちょっぴり苦いお茶をお父
さんやお母さんと一緒に楽しみ、会場は和やかな雰囲気に包
まれました。

　2月24日、ＮＴＴ西日本沖縄支店から社会貢献活
動の一環として、平成21年版「電話お願い手帳」と
「ふれあい速達便」が寄贈されました。
　耳や言葉の不自由な方が、便利に電話を利用でき
ようにと作成されたもので、今年で27年目なるとい
うことです。
　なお手帳等は、町社会福祉協議会へ備え付けてい
ますので、ご利用下さい。

　2月26日、県立嘉手納高等学校総合学科の生徒6
名が、地域福祉の理解と発展のために、授業の一環
として、障害者の視点から地域のバリアフリーの調査
を行った結果の報告を行いました。
　生徒を代表して新垣武之さんが「この報告書で嘉
手納町が住みよい町になればと考えています」と報
告書を宮城篤実町長へ手渡しました。
　宮城町長は「みなさんが地域に関心を持ってもらう
ことはとても良いこと。報告をうけ気づかなかったこ
となど検討します」と述べました。

　2月19日、「第6回中部地区チャーガンジューおきなわ21推
進大会（中部地区健康おきなわ21推進会議、中部保健所主
催）嘉手納町セレモニー」が町役場エントランスホールで開催
されました。
　当日は、同大会が県総合運動公園で行われた後、町でのセ
レモニーとなりました。
　セレモニーでは、地域で健康づくりを継続している優良グ
ループとして「嘉手納走ろう会」が同大会議長賞を受賞。また
嘉手納町は、ダイエットプログラム「仲間de健康づくり」で参加市町村3位の成績をおさめ、その表彰も行われました。
　参加した関係機関・団体は、今後も地域一体となって健康づくりに取り組んでいくことを決意しました。

春のおちゃ会春のおちゃ会春のおちゃ会
─ 子育て支援センター ─

▲

親
子
で
お
茶
を
楽
し
む
様
子

健康は財産！元気が一番！健康は財産！元気が一番！健康は財産！元気が一番！
─ 地域で健康づくりを ─

電話お願い手帳等寄贈電話お願い手帳等寄贈電話お願い手帳等寄贈
－NTT西日本沖縄支店－

バリアフリー調査報告バリアフリー調査報告バリアフリー調査報告
－嘉手納高等学校 総合学科－

55555555
※被保険者のみなさんから、質問の多い事項に関して説明させていただきます。

お問い合せ先
嘉手納町役場　いきいき健康課　国民健康保険係

TEL  956－1111（内線160・161・162・163）

Ｑ．自己負担限度額について教えてください。

　月の途中で75歳の誕生日を迎えて長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の被保険者となる場合、それまで加入して

いた（国民健康保険・被用者保険）で自己負担限度額まで医療費を負担し、長寿医療制度でも自己負担限度額まで医療

費を負担することとなるので、被保険者から見れば、医療費の額が前月と比べて2倍となる場合があります。

　そこで、75歳になる月については、誕生日前の医療保険制度と誕生日後の医療保険制度における自己負担限度額

を本来額の2分の1に設定します。なお、この改正は平成20年4月からの年齢到達者で今回の改正内容に該当する方も

遡って適用されます。

例：

88,800円

44,400円

4月 5月 6月 7月

4月 5月 6月 7月

名前：山田　吉次郎　　　　　　　　

負担区分：一般（自己負担限度額 44,000 円）

★☆山田さんは、5月中に誕生日を迎え、75歳になります☆★

平成21年２月に国保税・長寿保険料が特別徴収（年金天引き）されている方は、４月・６月・８月も

仮徴収額として２月に年金から天引きされた額と同じ金額が天引きされます。

国保税・長寿保険料の特別徴収について
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※詳しくは、国民年金係までお問い合わせください。

　　嘉手納町役場 町民課 国民年金係 　TEL 956-1111  内線（141・147）

　昨年から医療保険者による「特定健診・特定保健指導」がスタートしましたが、テレビや新聞などで盛んに取
り上げられていましたので、もうすっかりおなじみとなっている事と思います。ここで、嘉手納町の特定健診に
ついてご紹介します。

　『学生納付特例制度』は所得の無い場合や少ない学生が、将来、年金を受取ることができなくなるこ
とや不慮の事故等により障害が残ってしまった場合に、障害基礎年金を受けることができなくなるこ
と等を防止するため、申請により保険料の納付が猶予される制度です。

学生納付特例制度の対象となる学校は大学（大学院）、短大、高校、専門学校、専修学校、及び
各種学校
　＊ 夜間、定時制課程や通信制課程の学生の方も含まれます。
　＊ 各種学校にあっては、修業期間が１年以上ある学校の学生は利用できます。

　一般の保険料免除（全額免除・一部免除）の場合は、世帯主の所得も含めて保険料の免除の対象と
なるかを判定いたしますが、学生納付特例はご本人の所得のみで判定することになります。そのため、
世帯主の所得が高く、保険料免除の対象とならない学生の方でも、所得がない場合や少ない場合は
学生納付特例の対象となります。
　　＊学生本人の前年所得が１１８万円以下であれば、国民年金窓口に申請し、社会保険事務所で承
　　　認を受けると、その期間の保険料の納付は猶予されます。

　特定健診は、脳卒中や心臓病などの重大な病気を引き起こす恐れのあるメタボリックシンドロームに
着目し、糖尿病などの生活習慣病を予防する事が大きな目的です。そのために腹囲計測を行ったり、血液
検査では動脈硬化に関連が深いLDL コレステロールも検査します。
　また、最近よく耳にするようになった慢性腎臓病(ＣＫＤ)について、早期に腎臓の機能を把握できる
「e-GFR(糸球体ろ過量)」の算出に必要な「クレアチニン検査(血液検査)」も実施します。自覚症状もなく、
ひそかに進む腎臓病をみつけるのは健診受診がカギとなります。

住民健診を受けましょう！！住民健診を受けましょう！！住民健診を受けましょう！！
partpart5959part59

保健師
だより
保健師
だより 『学生納付特例制度』の手続きを！

4月は新生
活のスタートです

＊健診で分かる事＊

　集団健診(自治会等で実施)または個別健診(指定医療機関で実施)を受けていただきます。

　さっそく4月から、東区を皮切りに各行政区で集団健診が始まります。今年はもれ健診を4 回に増や

し、より多くの町民の皆様に受診していただけるようにしました。また、個別健診も指定医療機関で受け

られます(医療機関については事前に町役場にてご確認ください)。

※病院で治療を受けている方の中で、病院に行っているから健診は必要ないと思っている方も多いと思

　いますが、病院では治療に必要な項目のみ検査を行います。「特定健診受診券」を使って受診すれば幅

　広く検査が受けられ、費用負担も少なくて済みます。ぜひご利用ください。

＊健診方法＊

　健診受診の際には、必ず「国民健康保険証」と町が送付する「特定健診受診券」、「がん検診のお知らせ」

をご準備ください。特定健診受診券は、40歳以上の方については加入している「医療保険者」から送付さ

れます。国保以外の保険に加入している方は、その指示に従ってください。39 歳以下の方はこれまで通り

町役場から送付されます。受診券がなければ受けられませんので、忘れずにお持ちください。

　特定健診の項目については、集団・個別とも自己負担はありません。がん検診には自己負担があります

ので、受診前に通知をご確認ください。

＊健診に持っていくもの＊

　40歳～74歳までの健診では、国が定めた受診率の基準を達成できないと平成25 年からペナルティが課さ
れ、将来的には保険税にも影響が出る恐れがあります。H24年度の目標値65％に対し嘉手納町の受診率はH20
年度(途中)約31％で、まだまだ多くの方が受けておらず、特に30代～40代の若い世代の受診が少ないのが現状
です。
　どうぞ皆様の大切なご家族や身近な方を健診にお誘いください。これまで受診したことがない方は、体の見
えない部分の状態を初めて知る事ができ、自分にあった健康づくりのスタートを切ることができるでしょう。
　健診について、詳しくは嘉手納町役場いきいき健康課(TEL956-1111 内155)にお問い合わせください。

＊健診費用＊

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

☆ 健康相談日のお知らせ
　・総合健康相談　毎週木曜日　午前9時～午前11時30分　町役場保健師室
　　　　　　　　 （健康手帳や母子健康手帳などをお持ちください）

～ 年金保険料の納付が困難な学生の方 ～

ご本人の所得のみで審査

学生納付特例制度の承認は、年度ごとに行われますので、継続を希望される方は年度が変わ
ると再度申請が必要です。

学生納付特例の承認された期間は
　①老齢基礎年金の受給期間に算入されますが、年金額の計算には入りません
　②学生納付特例期間の保険料は、承認を受けた月以降10年以内であればさかのぼって納めら
　　れます（追納）
　　　追納することによって、将来受ける老齢基礎年金の受給額に算入されます。
　③学生納付特例承認期間中に、万が一の事故や病気で障害が残ったときでも、受給資格があ
　　れば障害基礎年金が支給されます。

POINT3 学生納付特例の承認期間は４月（20歳誕生月）から翌年3月までです。

手続きに必要なもの
　①在学証明書または学生証（コピー可） ②年金手帳 ③認印
　④前年または今年に退職して学生となられた方は離職票か雇用保険受給資格者証などの
　　コピーもあわせて必要です。

　嘉手納町役場町民課国民年金窓口で「学生納付特例申請書」に必要事項を記入するだけです。

POINT2 手続きはカ・ン・タ・ンです。

POINT1
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※詳しくは、国民年金係までお問い合わせください。

　　嘉手納町役場 町民課 国民年金係 　TEL 956-1111  内線（141・147）
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住民健診を受けましょう！！住民健診を受けましょう！！住民健診を受けましょう！！
partpart5959part59
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だより
保健師
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※病院で治療を受けている方の中で、病院に行っているから健診は必要ないと思っている方も多いと思

　いますが、病院では治療に必要な項目のみ検査を行います。「特定健診受診券」を使って受診すれば幅

　広く検査が受けられ、費用負担も少なくて済みます。ぜひご利用ください。

＊健診方法＊

　健診受診の際には、必ず「国民健康保険証」と町が送付する「特定健診受診券」、「がん検診のお知らせ」
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　②学生納付特例期間の保険料は、承認を受けた月以降10年以内であればさかのぼって納めら
　　れます（追納）
　　　追納することによって、将来受ける老齢基礎年金の受給額に算入されます。
　③学生納付特例承認期間中に、万が一の事故や病気で障害が残ったときでも、受給資格があ
　　れば障害基礎年金が支給されます。

POINT3 学生納付特例の承認期間は４月（20歳誕生月）から翌年3月までです。

手続きに必要なもの
　①在学証明書または学生証（コピー可） ②年金手帳 ③認印
　④前年または今年に退職して学生となられた方は離職票か雇用保険受給資格者証などの
　　コピーもあわせて必要です。

　嘉手納町役場町民課国民年金窓口で「学生納付特例申請書」に必要事項を記入するだけです。

POINT2 手続きはカ・ン・タ・ンです。
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後期高齢者医療保険料助成

平成21年４月１日現在、嘉手納町に10年以上継続して居住している町民で、後期高齢者医療保険
料の完納者に対して保険料の一部助成を行います。
　　
　　　支 給 額　均等割額（上限48,440円）
　　　申請期間　平成21年４月～８月まで
　　　※対象者には通知しますので、その後の申請手続きになります。

…手続きに必要な書類等…
　　　１．ハガキ（対象者には通知しますので、そのハガキ）
　　　２．通　帳（助成金は口座振込となります）
　　　３．印　鑑（認印でも可能）
　　　＊代理申請の場合は、窓口に来る方の身分証明・印鑑

　　　お問い合わせ先　　嘉手納町役場　いきいき健康課　国保保健係　　　
　　　　　　　　　　　　TEL 956－1111（内線 162・163）

後期高齢者はり、きゅう、あん摩、マッサージ及び指圧の施術助成

平成21年４月より、嘉手納町後期高齢者医療制度においても国民健康保険制度同様にはり、
きゆう、あん摩、マッサージ及び指圧の施術助成を行います。
　　
　　　支 給 額　施術１回につき800円の12月分
　　　申請期間　平成21年４月～

…手続きに必要な書類等…
　　　１．後期高齢者被保険者証　　2. 印鑑（認印でも可能）
　　　＊代理申請の場合は、窓口に来る方の身分証明・印鑑

　　　お問い合わせ先　　嘉手納町役場　いきいき健康課　国保保健係　　　
　　　　　　　　　　　　TEL 956－1111（内線 162・163）

おむつ助成拡大

現行の在宅又は医療保険適用で入院している満65歳以上の寝たきりの方に加え、認知症の方へ
のおむつ助成も行います。

　　　対 象 者　① 在宅又は医療保険適用で入院している満65歳以上の方で、寝たきり
　　　　　　　　　 又は認知症のため6ヶ月前からおむつを使用している方
　　　　　　　　② 年間所得が国民年金等障害基礎年金1級相当額以下の方
　　　　　　　　③ 6ヶ月以上前から町内に住所を有する方
　　　支 給 額　月額7,500円（年２回に分け支給）
　　　申請期間　平成21年４月～

…手続きに必要な書類等…
　　　１．申請書　２．診断書　３．対象者の住民票抄本　４．対象者の所得証明書　
　　　５．本人の預金通帳　６．窓口に来る方の認印と受給者の認印
　　　＊１、２は福祉課窓口にあります。
　　　※現在受給中の方は、8月ごろに現況届を提出していただきます。

　　　お問い合わせ先　　嘉手納町役場　福祉課　社会福祉係
　　　　　　　　　　　　TEL 956－1111（内線 127・128）

現行の小学校入学前から中学校卒業時まで拡大し、
制度名称を「子ども医療費助成制度」へ改正します。
拡大によって新たに対象となる方は、平成21年4月1
日以降診療分から助成対象となります。

対象となる医療費
① 健康保険証を使って病院・薬局等で診療や調剤を
受けたときに支払う医療費のうち、保険適用に係る
自己負担分を助成するものです。
② 加入医療保険より高額療養費や家族療養付加金
等の支給がある場合は、これらを控除した金額が助
成となります。

手 続 き　助成の申請がある際に登録手続きを行
います。領収書提出は、診療を受けた月の翌月からと
なります。（新規の方は、5月以降の登録となります）

…手続きに必要な書類等…
　１．保険証（子どもの名前の記載されたもの）
　２．保護者名義の通帳　
　３．印鑑（スタンプ印は不可）

お問い合わせ先
　嘉手納町役場　いきいき健康課　健康予防係
　TEL 956－1111（内線154）

4月１日から、条例の改正（平成21年4月1日施行）に伴
い、現「嘉手納町中央駐車場」（キャビン前）の名称が
「嘉手納町東駐車場」に変更になります。また、嘉手納
警察署南西側の駐車場が有料の「嘉手納町中央駐車
場」として供用開始されます。料金は次のとおりです。

40歳以上を対象に人間ドックの受診費用の一部助
成を行います。後期高齢者もその対象とします。
　　
対 象 者　本町に住所を有し、申請年度の4月1日
において40歳以上の方で、次の各号のいずれかに
該当する方。
　①国民健康保険の被保険者
　②被用者保険の被保険者及び被扶養者のうち他
　　に助成を受けることができない方
　③後期高齢者医療制度の被保険者　
助 成 額　10,000円
申請期間　平成21年５月１日（金）～５月22日（金）
　　　　　※閉庁時は除きます。
受診期間　平成21年６月１日（月）～
　　　　　平成22年１月29日（金）

…手続きに必要な書類等…
　１．申請書（窓口にあります）　２．健康保険証
　３．特定健康診査受診券
　＊本人か家族が直接役場で申し込みください。
　＊行政区で行う集団健診を受けた方はご遠慮下
　　さい。人間ドックを受ける方は、集団健診は受
　　けなくてもよろしいです。

お問い合わせ先
　嘉手納町役場　いきいき健康課　健康予防係
　TEL 956－1111（内線153）

平成21年春の全国交通安全運動 町公共駐車場名称・利用変更のお知らせ

１ 運動期間
　　平成21年４月６日（月）から４月１5 日（水）まで
　～交通事故死ゼロを目指す日 平成21年４月10日（金）～

２ 運動のスローガン
　　ゆとりもち　左右の確認　今一度

３ 運動の重点

　全国重点
　（1） 飲酒運転の根絶　
　（2） 全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
　　　トの正しい着用の徹底
　（3） 自転車の安全利用の推進

　地域重点　二輪車の交通事故防止

嘉手納町　嘉手納町教育委員会
嘉手納町交通安全推進協議会

人間ドックの助成 乳幼児医療費助成制度の拡大

・東駐車場・中央駐車場使用料（1台1回当たり）

・磁気式利用券

お問い合わせ先  嘉手納町役場  都市建設課  管理係
TEL 956－1111（内線333・334）

基本料金

種類

プリペイドカード

定期券（パスカード）

単位 発行額

入場から 15分以内

入場から 15分を超え 12時間以内

入場から 12時間を超え 12時間ごとに

1,100 円相当

3,300 円相当

5,500 円相当

　　30日

1,000 円

3,000 円

5,000 円

5,000 円

無料

100 円

100 円超過料金

嘉手納町人材育成会学資貸与希望者募集は４月１０日（金）まで
【お問い合わせ先  嘉手納町教育委員会  生涯学習課  ９５６－１１１１（内線２６３）】

各種助成申請等のお知らせ
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後期高齢者医療保険料助成
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　　　※対象者には通知しますので、その後の申請手続きになります。

…手続きに必要な書類等…
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　　　３．印　鑑（認印でも可能）
　　　＊代理申請の場合は、窓口に来る方の身分証明・印鑑
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きゆう、あん摩、マッサージ及び指圧の施術助成を行います。
　　
　　　支 給 額　施術１回につき800円の12月分
　　　申請期間　平成21年４月～

…手続きに必要な書類等…
　　　１．後期高齢者被保険者証　　2. 印鑑（認印でも可能）
　　　＊代理申請の場合は、窓口に来る方の身分証明・印鑑

　　　お問い合わせ先　　嘉手納町役場　いきいき健康課　国保保健係　　　
　　　　　　　　　　　　TEL 956－1111（内線 162・163）

おむつ助成拡大

現行の在宅又は医療保険適用で入院している満65歳以上の寝たきりの方に加え、認知症の方へ
のおむつ助成も行います。

　　　対 象 者　① 在宅又は医療保険適用で入院している満65歳以上の方で、寝たきり
　　　　　　　　　 又は認知症のため6ヶ月前からおむつを使用している方
　　　　　　　　② 年間所得が国民年金等障害基礎年金1級相当額以下の方
　　　　　　　　③ 6ヶ月以上前から町内に住所を有する方
　　　支 給 額　月額7,500円（年２回に分け支給）
　　　申請期間　平成21年４月～

…手続きに必要な書類等…
　　　１．申請書　２．診断書　３．対象者の住民票抄本　４．対象者の所得証明書　
　　　５．本人の預金通帳　６．窓口に来る方の認印と受給者の認印
　　　＊１、２は福祉課窓口にあります。
　　　※現在受給中の方は、8月ごろに現況届を提出していただきます。

　　　お問い合わせ先　　嘉手納町役場　福祉課　社会福祉係
　　　　　　　　　　　　TEL 956－1111（内線 127・128）

現行の小学校入学前から中学校卒業時まで拡大し、
制度名称を「子ども医療費助成制度」へ改正します。
拡大によって新たに対象となる方は、平成21年4月1
日以降診療分から助成対象となります。

対象となる医療費
① 健康保険証を使って病院・薬局等で診療や調剤を
受けたときに支払う医療費のうち、保険適用に係る
自己負担分を助成するものです。
② 加入医療保険より高額療養費や家族療養付加金
等の支給がある場合は、これらを控除した金額が助
成となります。

手 続 き　助成の申請がある際に登録手続きを行
います。領収書提出は、診療を受けた月の翌月からと
なります。（新規の方は、5月以降の登録となります）

…手続きに必要な書類等…
　１．保険証（子どもの名前の記載されたもの）
　２．保護者名義の通帳　
　３．印鑑（スタンプ印は不可）

お問い合わせ先
　嘉手納町役場　いきいき健康課　健康予防係
　TEL 956－1111（内線154）

4月１日から、条例の改正（平成21年4月1日施行）に伴
い、現「嘉手納町中央駐車場」（キャビン前）の名称が
「嘉手納町東駐車場」に変更になります。また、嘉手納
警察署南西側の駐車場が有料の「嘉手納町中央駐車
場」として供用開始されます。料金は次のとおりです。

40歳以上を対象に人間ドックの受診費用の一部助
成を行います。後期高齢者もその対象とします。
　　
対 象 者　本町に住所を有し、申請年度の4月1日
において40歳以上の方で、次の各号のいずれかに
該当する方。
　①国民健康保険の被保険者
　②被用者保険の被保険者及び被扶養者のうち他
　　に助成を受けることができない方
　③後期高齢者医療制度の被保険者　
助 成 額　10,000円
申請期間　平成21年５月１日（金）～５月22日（金）
　　　　　※閉庁時は除きます。
受診期間　平成21年６月１日（月）～
　　　　　平成22年１月29日（金）

…手続きに必要な書類等…
　１．申請書（窓口にあります）　２．健康保険証
　３．特定健康診査受診券
　＊本人か家族が直接役場で申し込みください。
　＊行政区で行う集団健診を受けた方はご遠慮下
　　さい。人間ドックを受ける方は、集団健診は受
　　けなくてもよろしいです。

お問い合わせ先
　嘉手納町役場　いきいき健康課　健康予防係
　TEL 956－1111（内線153）

平成21年春の全国交通安全運動 町公共駐車場名称・利用変更のお知らせ

１ 運動期間
　　平成21年４月６日（月）から４月１5 日（水）まで
　～交通事故死ゼロを目指す日 平成21年４月10日（金）～

２ 運動のスローガン
　　ゆとりもち　左右の確認　今一度

３ 運動の重点

　全国重点
　（1） 飲酒運転の根絶　
　（2） 全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
　　　トの正しい着用の徹底
　（3） 自転車の安全利用の推進

　地域重点　二輪車の交通事故防止

嘉手納町　嘉手納町教育委員会
嘉手納町交通安全推進協議会

人間ドックの助成 乳幼児医療費助成制度の拡大

・東駐車場・中央駐車場使用料（1台1回当たり）

・磁気式利用券

お問い合わせ先  嘉手納町役場  都市建設課  管理係
TEL 956－1111（内線333・334）

基本料金

種類

プリペイドカード

定期券（パスカード）

単位 発行額

入場から 15分以内

入場から 15分を超え 12時間以内

入場から 12時間を超え 12時間ごとに

1,100 円相当

3,300 円相当

5,500 円相当

　　30日

1,000 円

3,000 円

5,000 円

5,000 円

無料

100 円

100 円超過料金

嘉手納町人材育成会学資貸与希望者募集は４月１０日（金）まで
【お問い合わせ先  嘉手納町教育委員会  生涯学習課  ９５６－１１１１（内線２６３）】

各種助成申請等のお知らせ
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平成21年度  嘉手納町職員人事異動一覧
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新刊図書案内

●ご協力
・開閉時間外・休館日の返却は、１階に設置
　されている返却ポストをご利用下さい。
・借りた本の持ち運びバック・袋持参のご協
　力をお願いします。
・図書の汚損・破損が気になりますので、取
　扱いにご配慮をお願いします。

《 お問い合わせ先 》　

　嘉手納町立図書館

　嘉手納町字嘉手納290番地９

　電話　957－2470

図 書 館 瓦 版図 書 館 瓦 版図 書 館 瓦 版図 書 館 瓦 版図 書 館 瓦 版

火曜日～金曜日：午前10時～午後９時
土曜日・日曜日：午前10時～午後６時
※昼食時も開いています
　一人５冊以内　貸出期間15日以内

開館時間

　  利用統計２月

・利 用 者 数：  398人

・貸 出 冊 数：1,161冊

・開 館 日 数：  　22日

図 書カレンダー

休館日：月曜日
　　　：特別整理日（5月28日）
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休館日：月曜日
　　　：特別整理日（4月30日）
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・雑学ことばの日本史

・油屋ごはん

・あの歌この歌こぼれ話

・ひとり時間の楽しみ方

・四十の手ならい和心暮らし

・話し方超整理法

・はたらくロボット

・どうぶつの感動ものがたり

・ルナ・チャイルド

・鏡のなかの迷宮

・神の守り人

・わかったさんのおかしシリーズ

児童図書・絵本一般図書

956－1230

けんぞう通信

《お問い合せ先》

24
　31

☆春の青少年育成県民運動実施中☆
メインスローガン「育て！ジンブナー２１」～地域から育もう未来ある青少年～

主幹兼高校総体係長（昇任）

管理係長

主任主事

社会福祉係長

ロータリープラザ

オープン１周年記念

イベント

４月開始 筋トレ・水中運動教室スタート！

見学はいつでもオッケーです。

右記連絡先にご連絡ください。

日程：５月１６日（土）
時間：午前９時～午後５時（詳細は次号）

開催決定

平成21年４月１日付平成21年３月31日付

平成21年４月１日付

（定年退職）

（ 同  上  ）

（  同  上  ）

（勧奨退職）

（ 同  上  ）

（定年退職）

（ 同  上  ）

（  同  上  ）

（  同  上  ）

昂

温 水 プ ー ル：午前９時 30分～午後９時

トレーニングルーム：午前９時～午後９時
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（ 同  上  ）

（  同  上  ）

（勧奨退職）

（ 同  上  ）

（定年退職）

（ 同  上  ）

（  同  上  ）

（  同  上  ）

昂

温 水 プ ー ル：午前９時 30分～午後９時

トレーニングルーム：午前９時～午後９時



広報かでな（18）（19）広報かでな

●Excel講座（テキスト料2,500円程度）　　　　 

5/4・6・8・11・13・15（月・水・金）　　

19：30～21：30　2時間×6回 

●Power Point講座（テキスト料：2,500円程度）

5/18・20・22・25・27・29（月・水・金）

19：30～21：30　2時間×6回 

（どちらのコースもある程度文字入力が出来る方なら参加可能です）

マルチメディアセンター講習会
５月 (各定員10名)

嘉手納町役場　産業振興課　TEL 956－1111

入居者募集！平成21年３月23日現在

間取り

（マルチメディアセンター隣）随時受付

家　賃 空　室
１LDK 40,000円 １ 室

嘉手納町民住宅◎
お
問
い
合
わ
せ
先

いもっち君を探せの答え　　

＊08ページの上段　　

＊08ページの下段　　　　

＊09 ページの上段

＊09 ページの中段

＊10 ページの中段

いもっち君を探せいもっち君を探せいもっち君を探せいもっち君を探せいもっち君を探せ
『広報かでな』の中にいもっち君がかくれているよ (　）

あなたはいくつ見つけることができるかな！？

全部で５ヵ所かくれているよ！
答えは下を見てね（＾０＾）/

ご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございます

人材育成寄付金として

社会福祉協議会

町民カレンダー民カレンダー町民カレンダー民カレンダー町民カレンダー ひと、みらい輝く交流のまち かでな

2009年5月
１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

 

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

総合健康相談

操体教室

中央区あしびなぁ

各区ゲートボール交流会

東区がんじゅう会

１歳６ヶ月児健診

総合健康相談

操体教室

中央区集団健診

北区百の会

南区かりゆし会

中央区集団健診

西浜区ことぶきの会

フォロー健診

西区ゆんたの会

総合健康相談

操体教室

ニコニコ歯科健診

東区がんじゅう会

西区婦人健診

中央区あしびなぁ

各区グラウンドゴルフ交流会

聴覚・補聴無料相談会

西区ゆんたの会

総合健康相談

操体教室

北区百の会

南区かりゆし会

午前９：00～11：30

午前10：00～11：30

午前10：00

午前９：30

午後２：00

受付午後1：00～２：00

午前９：00～11：30

午前10：00～11：30

受付午前９：00～11：00

受付午後１：00～3：00

午前10：00

午前10：00

受付午前９：00～11：00

午前10：00

受付午後１：00～２：00

午前10：00

午前９：00～11：30

午前10：00～11：30

受付午後１：00～１：30

午前10：00

受付午後１：30～２：30

午後２：00

午前９：30

午後２：00～４：00

午後２：00

午前９：00～11：30

午前10：00～11：30

午後２：00

午後２：00

役場保健師室

福祉センター４階

中央区コミュニティセンター

野國總管GB場

東区コミュニティセンター

福祉センター３階

役場保健師室

福祉センター４階

中央区コミュニティセンター

北区コミュニティセンター

南区コミュニティセンター

中央区コミュニティセンター

西浜区コミュニティセンター

福祉センター３階

西区コミュニティセンター

役場保健師室

福祉センター４階

福祉センター３階

東区コミュニティセンター

西区コミュニティセンター

中央区コミュニティセンター

町陸上競技場

福祉センター

西区コミュニティセンター

役場保健師室

福祉センター４階

北区コミュニティセンター

南区コミュニティセンター

日 曜日 行事名 開催時間 開催場所

● 嘉手納町

　 ☎956-1111

● 社会福祉協議会

　 ☎956-1177

● 嘉手納町中央公民館

　 ☎956-4142

● 嘉手納町商工会

　 ☎956-2810

● かでな振興（株）

　 ☎957-1414

● 防衛施設周辺整備協会

　 ☎956-0750

● 嘉手納警察署

　 ☎956-0110

● ニライ消防本部

　 ☎956-9914

● 東　区

　 ☎956-3179

● 中央区

　 ☎956-6223

● 北　区

　 ☎956-3928

● 南　区

　 ☎956-4688

● 西　区

　 ☎956-4544

● 西浜区

　 ☎956-4541

● 屋良小学校

　 ☎956-2214

● 嘉手納小学校

　 ☎956-2264

● 嘉手納中学校

　 ☎956-2263

● 嘉手納高等学校

　 ☎956-3336

＊嘉手納町字屋良116　喜納源順様より

　故妻　喜納千代様の香典返しとして

　3万円　平成21年２月12日

＊嘉手納町字屋良72　伊波チヨ様より

　故夫　伊波剛様の香典返しとして

　50万円　平成21年3月5日 

嘉手納町の開催競技種目は『ソフトボール女子競技』【開催日 平成22年7月30日から8月3日まで】 美ら島沖縄総体2010
【平成22年７月28日～８月20日】 

ちゅ にせんじゅう

試　験　日：平成21年６月７日（日）

試験の種類：甲種、乙種（第1～6類）、丙種

試 験 会 場：南部農林高等校、沖縄国際大学、

　　　　　  北部農林高等学校、宮古工業高等　

　　　　　  学校、八重山農林高等学校

受験願書受付

　平成21年4月17日（金）～4月24日（金）

受験案内書配布先

　各消防本部、沖縄県宮古事務所総務課、

　消防試験研究センター

受験受付方法

　受験願書を消防試験研究センターへ郵送又は

　直接窓口へ持参

お問い合わせ先

（財）消防試験研究センター沖縄県支部

　　  那覇市壷川３－２－６　壷川ビル２階

　　  TEL ８５５－７１０１

　オンライン登記申請を利用すると、ご自宅

やオフィスのインターネット環境パソコンか

ら、登記事項証明書を申請したり、所有権移

転等の登記申請を申請できます。

　オンライン申請を利用すると登録免許税や

手数料がお安くなります。

　　登記事項証明書　→　１通 700円

　　登 録 免 許 税　→　最大 5,000円減税

詳しい内容や手続き・お問い合わせ先

　法務省オンライン申請ホームページ

　http://shinsei .moj . jp

　那覇地方法務局総務課　TEL 854－7951

危険物取扱者試験 法務局からのお知らせ



広報かでな（18）（19）広報かでな

●Excel講座（テキスト料2,500円程度）　　　　 

5/4・6・8・11・13・15（月・水・金）　　

19：30～21：30　2時間×6回 

●Power Point講座（テキスト料：2,500円程度）

5/18・20・22・25・27・29（月・水・金）

19：30～21：30　2時間×6回 

（どちらのコースもある程度文字入力が出来る方なら参加可能です）

マルチメディアセンター講習会
５月 (各定員10名)

嘉手納町役場　産業振興課　TEL 956－1111

入居者募集！平成21年３月23日現在

間取り

（マルチメディアセンター隣）随時受付

家　賃 空　室
１LDK 40,000円 １ 室

嘉手納町民住宅◎
お
問
い
合
わ
せ
先

いもっち君を探せの答え　　

＊08ページの上段　　

＊08ページの下段　　　　

＊09 ページの上段

＊09 ページの中段

＊10 ページの中段

いもっち君を探せいもっち君を探せいもっち君を探せいもっち君を探せいもっち君を探せ
『広報かでな』の中にいもっち君がかくれているよ (　）

あなたはいくつ見つけることができるかな！？

全部で５ヵ所かくれているよ！
答えは下を見てね（＾０＾）/

ご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございます

人材育成寄付金として

社会福祉協議会

町民カレンダー民カレンダー町民カレンダー民カレンダー町民カレンダー ひと、みらい輝く交流のまち かでな
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金
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憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

総合健康相談

操体教室

中央区あしびなぁ

各区ゲートボール交流会

東区がんじゅう会

１歳６ヶ月児健診

総合健康相談

操体教室

中央区集団健診

北区百の会

南区かりゆし会

中央区集団健診

西浜区ことぶきの会

フォロー健診

西区ゆんたの会

総合健康相談

操体教室

ニコニコ歯科健診

東区がんじゅう会

西区婦人健診

中央区あしびなぁ

各区グラウンドゴルフ交流会

聴覚・補聴無料相談会

西区ゆんたの会

総合健康相談

操体教室

北区百の会

南区かりゆし会

午前９：00～11：30

午前10：00～11：30

午前10：00

午前９：30

午後２：00

受付午後1：00～２：00

午前９：00～11：30

午前10：00～11：30

受付午前９：00～11：00

受付午後１：00～3：00

午前10：00

午前10：00

受付午前９：00～11：00

午前10：00

受付午後１：00～２：00

午前10：00

午前９：00～11：30

午前10：00～11：30

受付午後１：00～１：30

午前10：00

受付午後１：30～２：30

午後２：00

午前９：30

午後２：00～４：00

午後２：00

午前９：00～11：30

午前10：00～11：30

午後２：00

午後２：00

役場保健師室

福祉センター４階

中央区コミュニティセンター

野國總管GB場

東区コミュニティセンター

福祉センター３階

役場保健師室

福祉センター４階

中央区コミュニティセンター

北区コミュニティセンター

南区コミュニティセンター

中央区コミュニティセンター

西浜区コミュニティセンター

福祉センター３階

西区コミュニティセンター

役場保健師室

福祉センター４階

福祉センター３階

東区コミュニティセンター

西区コミュニティセンター

中央区コミュニティセンター

町陸上競技場

福祉センター

西区コミュニティセンター

役場保健師室

福祉センター４階

北区コミュニティセンター

南区コミュニティセンター

日 曜日 行事名 開催時間 開催場所

● 嘉手納町

　 ☎956-1111

● 社会福祉協議会

　 ☎956-1177

● 嘉手納町中央公民館

　 ☎956-4142

● 嘉手納町商工会

　 ☎956-2810

● かでな振興（株）

　 ☎957-1414

● 防衛施設周辺整備協会

　 ☎956-0750

● 嘉手納警察署

　 ☎956-0110

● ニライ消防本部

　 ☎956-9914

● 東　区

　 ☎956-3179

● 中央区

　 ☎956-6223

● 北　区

　 ☎956-3928

● 南　区

　 ☎956-4688

● 西　区

　 ☎956-4544

● 西浜区

　 ☎956-4541

● 屋良小学校

　 ☎956-2214

● 嘉手納小学校

　 ☎956-2264

● 嘉手納中学校

　 ☎956-2263

● 嘉手納高等学校

　 ☎956-3336

＊嘉手納町字屋良116　喜納源順様より

　故妻　喜納千代様の香典返しとして

　3万円　平成21年２月12日

＊嘉手納町字屋良72　伊波チヨ様より

　故夫　伊波剛様の香典返しとして

　50万円　平成21年3月5日 

嘉手納町の開催競技種目は『ソフトボール女子競技』【開催日 平成22年7月30日から8月3日まで】 美ら島沖縄総体2010
【平成22年７月28日～８月20日】 

ちゅ にせんじゅう

試　験　日：平成21年６月７日（日）

試験の種類：甲種、乙種（第1～6類）、丙種

試 験 会 場：南部農林高等校、沖縄国際大学、

　　　　　  北部農林高等学校、宮古工業高等　

　　　　　  学校、八重山農林高等学校

受験願書受付

　平成21年4月17日（金）～4月24日（金）

受験案内書配布先

　各消防本部、沖縄県宮古事務所総務課、

　消防試験研究センター

受験受付方法

　受験願書を消防試験研究センターへ郵送又は

　直接窓口へ持参

お問い合わせ先

（財）消防試験研究センター沖縄県支部

　　  那覇市壷川３－２－６　壷川ビル２階

　　  TEL ８５５－７１０１

　オンライン登記申請を利用すると、ご自宅

やオフィスのインターネット環境パソコンか

ら、登記事項証明書を申請したり、所有権移

転等の登記申請を申請できます。

　オンライン申請を利用すると登録免許税や

手数料がお安くなります。

　　登記事項証明書　→　１通 700円

　　登 録 免 許 税　→　最大 5,000円減税

詳しい内容や手続き・お問い合わせ先

　法務省オンライン申請ホームページ

　http://shinsei .moj . jp

　那覇地方法務局総務課　TEL 854－7951

危険物取扱者試験 法務局からのお知らせ
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★ お 知 ら せ ★
　「ピヨピヨ写真館」のコーナーでは、嘉手納町の新しい仲間たちの

誕生を祝って１歳未満のかわいい「かでなっ子」紹介しています。こ

のコーナーへの掲載を希望する方は、下記までお気軽にご連絡下さい。

　毎週土曜日、日曜日の午前9時から10時までの「市町村インフォメーション」の番組内
で「嘉手納町行政情報」が放送されます。町民の皆さん、是非、お聞きください。

連絡先 嘉手納町役場・企画財政課（企画係）

TEL956-1111（内線・232）広報担当

FM 79.2MＨＺ
嘉手納・北谷・宜野湾ニライ

Contents今月の主な内容

□ 平成21年度 施政方針

□ トピックス

□ 教えて！国民健康保険

□ 年金だより

□ 保健師だより

□ 各種助成申請等のお知らせ

□ 平成21年度 人事異動一覧

□ 図書館瓦版・けんぞう通信

□ お知らせ

□ 町民カレンダー
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お子様へ一言

お名前

奥間　瑠泉
生年月日：平成20年10月20日

（父）達也（母）さやか

おく ま　　　 る　い

明るく元気な

　　 優しい子になってね

嘉手納町の人口／男：6,777人　女：7,007人　合計：13,784人（5,117世帯）

●出生／13人　●死亡／14人　●転入／43人　●転出／61人　

前月との比較〔－19人〕　　　　　　　　　　（平成21年３月１日現在）

＊子どもふれあい広場

　川遊び・マリンスポーツ体験
　フリースローゲーム
　投げて遊ぼうダーツゲーム　など
＊ステージ部門

　ドナルド劇場
　こいのぼりのうた大会
　ミニコンサートブラス＆わらべうた
　BINGO大会　など
＊チャイルドレストラン

イベント案内

みんなで育もう かでなっ子の未来！みんなで育もう かでなっ子の未来！みんなで育もう かでなっ子の未来！

第15回 比謝川鯉のぼりフェスタ第15回 比謝川鯉のぼりフェスタ第15回 比謝川鯉のぼりフェスタ

日　時

会　場

平成21年4月26日（日）

午前9時30分～午後3時

嘉手納町総合福祉センター

及びその周辺

小さな夢小さな夢

　デッカ
イ夢

　デッカ
イ夢小さな夢

　デッカ
イ夢
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